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f韓併i事裏~籍生と拡大-J的説訂プランと盟業実輔の章子軒

一一一『戦争違法化体制」による教育内容・教材の再構成一一一

奥 山 ;友寅

(北海道大学大学院教育学院修士課程)
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授業プラン

自置 はじめに

撃者は2008年に， r満州事変~発生と拡大-J(以ド r08プランJとする)の教育内容およ

び教材の構成を行い，授業プランを作成して授業実践を行った{詳細は拙稿「満州事疫をどう

教えるか一教育内容・教材構成と授業実践の分析ーJ~教授学の探究』第 26 辱}。この授業

プランは，子どもの「戦争史の科学的認識の形成J'を主たる目的とし，主に江口三量ーの「三

面的帝国主義論Jt1:依拠して，満州事変の発生と拡大の要図を説明したa 実験記録からも分か

るように，生徒たち{高校3年生}は授業に能動的に参加し，満州事変という史実に対する

認識をある程度構築して， r楽しかったJrもっと知りたいJといった感想を記述した。しかし
一方で，授業後の分析・検討の結巣， 08プランは大きな問題点を手ぎしていることが明らかに

君主った。

以とより，本稿では， 08プランの問題点を抽出し，それを修正することで作成した新たな

プランの実践とその課題を述べる.1主撃寸告は， 08プランの課題と改訂の方策を提示する。 2掌

1泉I[j友康「満州事変をどう教えるか一教育内容・教材構成と授業実践的分析一Jr教授学的探究』第26号
(2009) p2 
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教授学的探我，第27号

では，新たな教育内容を構成するための土台となる「戦争違法化体事むという歴史学研究につ

いて説明する。 3章では， 2章を踏まえて教脊内容および教材の再構成を行弘 4主撃では，新

たなプランの授幾実践記録とその分析を行弘 5章では，今後の害義組を述べる。

1 関プランの課題と改訂に向けた指針

08プランは，江口の二面的帝国主義論に依拠し，ベルサイユ置ワシントン体制に順応する

立場である政府の協調外交志向と，米英に対する依存を克織するためにアジアでの自給自足圏

を確保しようとする陸軍の『アジア・モン盟一主義Jの対立という構造を描いた。これを前提

とし，満州事変の際に政府が不拡大方針を出したものの結果的に軍部に追従したというのが

08プランの骨子である。しかし，この対の構磁"は，政府が最終的に際箪の方針へと収数

していった原因を説吸できているとはEまいがたい§現に生徒は，政府(および天皇}の行動?と

対し「パカだJrもっと考えればよかったのにJなどといった発言をもらしていた。
たしかに，当梼の日本の行動をI過ちjだったと理解し，当跨の日本人を「態語りだったと認

識することは重要であるし，必要である@その時代の社会システムなどを現代のものと比較し，

何が優れたものであり，何が問題ゼあるか安思考すること，あるいは現代から当時の人間が選

v4尋た選択肢を分析し，それを現代に当てはめて教訓を得ることなどといった「外側」から歴
史を見つめる視点を養成することは歴史教育の大きな意義である。けれども，このような認識

のみでは，歴史の認識としては不十分ではないか@なぜなら，我々は過去の歴史がいかなる結

束を迎えたのかを知っているからだ.だが， 1931年の識州事変勃発に欄わった人間たちは，

未来にこのような破滅的な結嫌が訪れようとは想縁もしなかったにちがいない。山築主義篠は，

「どこに行き着くかという流れの大筋は分かったつもりで過去を振り返る人びとと，一寸先は

閣の世界でわが身を賭けて試行錯誤を繰号返した人びと。荷者の潤には，決して越えることの

できない深い落差が横たわっているJ2と述べている。つま哲，現在の視点、から見れば，満州

事変を始ま哲とする 15年間の戦争は“愚かなこと"であり，戦争が開始された論理は“荒唐

無務なもの"である，あの戦争は明らかに侵略戦争であった。しかし，少なくとも当時の人間

たちは，目前で展開していく現実を，愚かだとも荒唐無稽だとも侵略だとも考えていなかった

ことだろう。指導者たちでさえ，もしこの未来を知っていたならば， r必死で戦争を回避した
であろうJ3とI[j，藍は述べる。したがって9 現在(=r外側J)からの視点のみによって過去の
戦争を理解し，さらに教献を読み取ろうとすることは，あま事に浅薄な作業である。加藤陽子

は，現在のあれこれの事象が『いつか来た滋』にあてはまるかどうかで未来の危険度をはかろ

うとする態度を「硬直約」だと指摘し r戦争に踏み崩す瞬間を支える論頚Jを王理解すること
が重要だと述べている{加藤2002)。また， JI j議も， r良い怒いは別にして，当時め11本がいっ

4 
たいどんなつも哲で，あのような行動を起こしたのか』 を理解することが重益重であると述べ

る。草壁史を「外側』のみによってとらえさせ， r内側』から考えさせることができなかったこ
とが偲プランの最大の問題であった。だが， r内側jからの視点のみであれば良いというわけ

2 山重量逮纏『大医本帝国の崩竣~ (2∞4古川弘文館)p8 
3 山E主主主徳 f大日本靖国的崩壊~ (2∞4古JII弘文館)p9 
4 I[j室建徳 f大日本帝国的崩壊J(2004占JII弘文館)p9 
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でもない。この点について，和田悠が釣確にまとめているe

際史的な「意味j とは，懸史過程に即した主体的な「判断」によって見出されるものであ

る。①援史過程に郎するという意味では，現在とは異なる過去の挺史約条件を意識し，現在

と異なる歴史過程において生きられた人びとの経験や事件を考える作業が必要となる。と同

時に，それは，③主体的『判断」である以上，第極的には，現伐において意味が付与される

ことになる 5

特にE重要なのは. r現在とは異なる過去の歴史的条件を意識しj という部分である。とれが
「外側Jからの視点ということになるであろう。つま哲，優れた歴史の授業とは，その時代の

史実を現代の視点から分析する「外側Jからの視点と，当時の状況を可飽な限り的確に教え，

「自分がその時代にいたらどう考えただろうか」ということを思考させる f内側Jからの視点

を往復させるような授業のことであろうと思われる@和田はこれを「過去と現在の弁証法的な

往復運動fと表現しているo 09プラン作成にあたっては， r外側Jと「内iJIliJ双方の視点を
往復しながら歴史を認識することができる教育内容および教材の構成を行う必要がある。

したがって，政府が協調外受哉さ主導しながらも最終的に事変の容認というJir匂に向かったの

は，当時の政府の人間たちがどのような思考安行った結果からであったかということを，当時

の状勢を的機に提示したうえで生徒に認識させることが重要で・あろう。この点熱改訂プラン

において最も重視すべき点である@

この課題を克服する方策を示すのが，伊香俊哉の主張する『戦争違法化体制Jという概念で

ある。伊香は r戦争違法化体制」という枠組みから，政府の協調外交および不拡大方針は軍
部と対立的なものではなく，むしろ軍部と同一位があったと主張している。政府の側にも帝国

主義的な考えがあったとすれば，事変の際の政府の対応に納得のいく説明を与えることが可能

となる。すなわち，政府にも満蒙特殊権主主を維持・発展させていこうという考えがあり，また

「戦争違法化体制Jという世界の潮流に対し不織や認識の欠落があったために，関東軍の暴走

に対して強い態度で反対安示さなかったという説明が可能になるのだ。

以 kよ事，改訂プランの教育内容構成は，主に伊香の「戦争違法化体制Jという枠組みに依

拠し， r戦争違法化体制』と軍部ー政府(および国主主}の認識がずれていたことが事変の発生 a
拡大を誘引したという骨子を設定するa

2. r戦争違法化体制』と臼本の諸機闘の動態

伊替の言う「戦争違法化体制j とは，国際連盟規約およびその後の諸条約によって決められ

た戦争を禁止する体制のことを指す。国際逮量量規約では，第1申条によって鎖、土侵略戦争は禁

止され，第12条によって国際紛争を連盟理事会ー国際仲裁裁判・国際司法裁判のいずれかに

5 和悶怒「一九九0年代ー平和教育研究のー焦点一村井捧;輩出f平和教脊論iを検討する-J~教育J 2∞4年
5月号F品目

日 和問悠「一九九0年代.'1"和教育研究のー焦点一村井淳志的『平和教脊議』在検討するーJW教育』目閣4年

5月号p69
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諮ることなく戦争に訴えることを禁止した。また，第13条では，国際裁判判決に服さない図

由主それに服した連盟国11:対して戦争をすることも禁止された。たしか民 ゐ部の戦争{例え

ば白荷戦争〕は合法的なものとして残されたが，伊香はこのような「戦争違法化体制J11:積械

的な評価を行っている。それは，

①論E理的に一定の戦争が合法的なものとして残されたとはいえ，連盟規約が一定の戦争を間際

訟上違法なものとし，禁止したことは間違いないこと

②そとで禁止された戦争は現実的には満州事変のような侵略戦争を包含しうること{逆に言え

ば連盟規約を遵守するならば侵略戦争は開始しえない法的状態が有:在するようになったこと)

③連盟規約に違反する戦争を開始した悶?と対して，連盟関が経格的昔話j裁と軍事的総裁を発動し

うること 7

の3点である。この F戦争遺主主化体制Jという観点について，伊香は以下のように述べている。

ゐ九二0年代の対中政策は，日本帝国主義の動態において捉えられるか，国際的にはワシ

ントン体制という枠のなかで論じられて曹たのである。そうした枠組みの研究華社いささかた

事とも否定する意図はないが，日本が満州事変に至らない道，日本が平和的発展を遂げる道

があったとすれば，ぞれはワシントン体制への瀬応ということ以上院戦争違法化体制への蹴

応に求められなければならないであろう。それはなによ習も侵略戦争を禁止するという衝で，

より詳細でよ号普遍的であったのは国際連盟規約であり，ワシントン諸条約ではなかったか。

前述したような戦争違法化体制が存在したうえ，議援の常任理事冒という地位にあった日本

が，満州事変という侵略戦争を政党内閣のドで拡大しえたのはなぜかということが，従米の

研究では十分説得的に説明されていないように思われる.

つま哲伊香は戦争違法化体制Jという枠組みの中で日本がどのように行動したのかを注

視することによ静，満州事変が発生・拡大した原因安説明することがで曹ると述べているので

ある。「戦争違法化体制に対する政党政治の態度は，若槻内閣の満州事変への態度と不可分の

関係にあったJ9のだ。したがって，日本の軍部および政府，国主主が『戦争違法化体制j をど

のように捉え，それをもとにどのように行動したのかを押さえていくこととする。

2-1 陸軍の国際法認識と対外戦略

関東軍は， r連盟規約がアメ 1);主のモンロー主義{アメヲカが中米に対して排他的支配権を
もっととを主張したもの}を容認し，不戦条約がイギリスの自国綴七外での武力行使を容認し

ていることを根拠に，これらの冨際法は明らかに大国の『弱小後進国にたいする或種の干渉を

是認するJものだとの見解を示した]'0。

7 伊香後哉『近代日本と戦争違法化体制~ (2002杏JII弘士舘)p6 

富 伊宅事後哉『近代H本1::戦争議法化体制j(2∞2書JII弘文館)ppo8-9 
g 伊香綾哉『近代日本1::戦争違法化体制j(2002古川忠文館)p宮

10 伊香俊哉『満州事変から日中戦争へ~ (2自由7吉!II弘文鎗)p117 
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陸軍中央は関東軍よりは『戦争違法化体制tiJを意識していたものの，これを軽視する姿勢を

示していた。陸軍中央の認識を象徴するのが，永凶鉄山!の認識である。 IIIW稔は永凶鉄山の認

識について以下のように説明している。

連盟は『国際武力の設定』に至らず，紛争屈にたいして，その主張を『在げさせるJにた

る権威をもたない，したがって，連盟の行使しうる戦争防止手段はその実効性と効果におい

て大いに疑わしいe そのような超国家的権威をもたない速隠は，世界の乎和維持の『完全な

傑際たり得ない』といわざるをえない@永田はそう考えていた11

このように永留は，関家間における紛争の粟闘は大戦によって取哲除かれたわけではないと

判断しており，紛争が起こった際にそれをどのように解決するかに・ついて明確な方策が設定書

れたわけではないと判断していたのである。「もちろん永岡においても，戦争を積極的?と欲し

ていたわけではなく，平和が望ましく，永久平和の実現が湿懇であるとの見地に立っていた]"

が， f戦争違法化体制Jに対する評舗はかなり低かったと言える也 Lたがって，陸軍中交は

「米・英・仏などの対日経済制裁は恐るに足らないと判断して/'お号，武力制裁も経済制裁

も効般は薄いと考えていたと結論付けられる。

このように陸軍は， r戦争違法化体制』に戦争奇跡ぐカは無いと考え，とこれを鞍視する姿勢
をとった。彼らのねらいは，国家総jJ戦を遂行するだけの条件を整えることであったa 第一次

世界大戦によって日本の軍部は，ドイツの敗北の要問は経済封鎖にあ払これからの悶家総力

戦には資源の安定的な獲得が不可欠であると考えたo 1宮23年に改訂された帝国国防方針では

以下のように述べられている。

禍機種醸の重量腐は主として経済問題に在り，惟ふに大戦の愈j嬢癒ゆると共に，列強経済戦

の焦点たるべきは東亜大陸なるべし。蓋し東亜大陸は地域広大資源豊富にして他国の樹発に

侠つべきもの多きのみならず，区僚の人口を擁する世界の一大市場なればなり。楚に於て帝

国と俄留との潤に利害の背馳安来し，勢の趨くところに遂に干支総見ゆるに至るの虞れなし

とせず。而して帝同と衝突の機会最多曹を米間とす。 (f宇野間同防方針J)

陸海箪共通の仮想敵凶はアメリカとされてお払将来的f<::El米戦争となる公算が高いとみな

されていた。「この時期の箪関係者の作成した史料をみていると，経済封鎖を避け，総力戦に

勝ちぬくための資源の供給地として，第一に，<j.I国が線定されて/'いたことが分かる.

満州事変浅草寺に関東軍参謀だった石原発議は，これを打隣するための具体的な戦絡を練って

いた。 1928年 1月四 11，陸軍大学校教官であった石原発爾は，ある集会で fll米が両横綱と

な仇末輩之に従ひ，航空機を以て勝敗を一挙f<::決するときが世界段終の戦争Jと述べ，のち

の「世界最終戦論Jにつながる発言をした.さらに石原の話は以下のように続く。

11 )1181稔『浜口雄事と車問欽IlJJ(200語講談社遺書メチエ)p133 
12 JII回総『浜口維事と永出鉄IlJ~ (2日開講談社議事メチエ)pp.133-134 

13 伊香後議『満州事変から日中戦争へ~ (2007吉川弘Jl:t官)pll8 
14 加藤陽子『戦争時日木Jli現代史~ (2冊2講談社現代新書)p21l 
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我等の戦争は， rナポレオン』の為したるが如く，戦争により戦争を義ふを本皆とせざる
べからず。却ち占領地の徴税物資兵穏により，出主E箪は自活するを要すq 支那軍閥を隷蕩，

土躍を一掃して其治安を維持せば，我精鋭にして廉潔なる矯躍まは忽ち土民のf副院を得て，艇

に以上の日約を達するを得ペし。 (r欧州古戦史講義J)

石原は援紡方針に従って，中間をめぐるアメヲカとの対設が日米戦争を引き起こすと考えて

お哲，中蛍全体を根拠地として戦争を続ければ，戦争によって戦争を養えると論じている。石

原がとのような構懇を抱けた理由として，加藤は2点指摘しているα

望号ーに，中国の情勢である。 192吉年4月，北部では，段談瑞がド聖子し，奉天派の張作震が

北京政府を支配した。何時期，南部では，爵民革命軍総司令に車主将した蒋介石が北伐を開始し

た。このような緊迫した状態が続いていた，

第二 f<:，ロシアの感壌である。成立したばか習のソ~エトはまだ弱体であったα 石原はこの

ような状泌を以下のように述べている。

露間の崩壊は天与の好機な聖母日本は目下の状態に於ては世界を相手とし東亜の天地に於

て持久戦脅行ない，戦争安以て戦争者養う主主義により，長年月の戦争により，良く工楽の独

立を完うし，国カを充実して，次いで来たるべき磯滅戦争を迎うるを得ベしo (r戦争史大観J)

「基本的に，満州事変を起こさせた動機は，ソ速の弱体なうちに講談をとっておき，北満州

までとっておけば，ソ速はしばらくは出てこられないという，石原の非常に業観約な見通し/5
であった。しかも， 1927年末に，帝京の菌民政府がソピエトと国交安断絶し，ソビエトはrj1

国から後退していた。したがって，満州事変は，ソ速の脅威;t中留のナショナリズムという事

態に対処するために起こされたように考えられがちだが，それは「付属約な問題であり，実際

の当事者の主観では，将来的な潤防上の必望書から起こされたJ"のである。ソ速に隠しては，

f日本側が南総州に加えて北繍州まで，すなわち東北四省(議総江省，吉林省，遼寧省，熱河

省一奥山)殺すみからすみまで占領してしまうことで，それまでソ漆(北満州}と日本{甫満

州}との勢力範囲を顕していた境界線を，一挙に実際の中ソ同壊まで押しあげてしまうことを

意味してい/'た18

以上のように，陰箪中央および関東箪は「戦争違法化体制Jを軽視し，関東箪は次の出家総

力戦の遂行のために，満州の獲得を闘策していたのである。

2-2 政府の協調外交のねらいと事覇軍への対話事

先述の通り， 08プランの最大の問題点は，政府と軍部の対立という枠組みでは繍州事変の

際の政府の対応を説吸できないことにあったα したがって，政府{幣皇室喜重郎)の進めた協調

外交がどのようなものであったかということをとらえ直す必要がある。

15 加藤陽子『戦争のむ本近混代史~ (2∞2講談社現代新瞥)1'1'.241-242 
16 加藤陽子『戦争的E本近現代史J(2∞Z講議栓現代草野管)p糊
17加藤陽子『敬争由日本近現代史j(2∞2講談持現代新書)p凶器
18 '/速について，内戦米朔に550万だった兵力が28年には63万になったと関東軍は知っていた

s 



「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

芳井研ーが『幣liR外3l:をめぐる辞舗の決定的ともいえる評綴のちがいは，一九五0年代の

『昭和史』論争以来交差約にみられたことである/'と指摘するように，幣原外受にはこれま

でさまざまな評価が行われてきたa 江口圭ーは. 1920年代の日本の立場は不安定なものであ

仇経済・財政面で米英に依在していたため米英の動向や景気変動に強い影響著者受け.2つの

立場が形成されたと指摘する@一方は，米英に対する依容はやむを得ないと認め，アジアでの

覇権は米英と争いつつも，それが敵対関係にまで発展するのは避け，米英との協請書を保とうと

いう立場である。これは具体的にはベルサイニ1.=ワシントン体制に順応する現状維持的立場で

あ暫，天長，守党員政党の方針，すなわち幣原協調外交という方針である。もう一方は，米英

に対する{宜容を克服するために，アジアでの自給自足麗を建設する，そしてそのためには米英

との対決も辞さないという立場であるa これは具体的には，ベルサイユ旦ワシントン体制に反

発する現波打破的立場であ号，陸軍や野党政友会の立場であるm

しかし，これに対して伊呑は幣原外交を「第 A次幣原外交にしても第二次幣原外交にしても，

北京関税会議や満州事変での対応に見られるように列強に臼本側の喪主霊を承認させたいという

姿勢があったこと，入江草奪回郎の言葉での『東亜モン口一主義』的傾向が幣原外交に見られる

ことから，日本への中間の従属性の拡大を大関に容認させるうえで，大閣の一員として米英と

の協調を重視する戸外交であるとし. r大同協調』と評している。この幣原の外交方針が満
州事変勃発の際に表れることとなるa

柳条湖事件を受け1昔日に閣議が闘かれたが，幣i訴には今回の事件が関東軍の計閥的行動で

あり，演東軍が積磁的行動安開始しつつある一方，中国は無抵抗の方針安発している情報が入っ

ていた。しかし. r陸軍側の資料によれば，隅議で関東家の語電鉄付属域内への搬送や攻撃中止
が議論された形跡はないJ認のである。閣議の結論はいわゆる「不拡大方針」であったがョ参

謀本部第一議の記録では「然れども妥するに本閣議の議決は事織を現在程度以上に拡大せしめ

さFるを方針とするに夜型者j と認しているα この「然れどもj という主主薬について，伊替は

「謀略の可能性が示唆されながらも，関東軍の撤兵が婆求されなかったことへの参謀本部側の

意外感が示されているよう J認だと述べているa しかも，この不拡大方針は，中凶jJj~が満鉄を
爆破したことを事件の原因と断定した上で唱えられており，関東軍の行動を自符措置だと承認

したことを意味している。だとすれば，この不拡大方針は，関東軍が自衛という名目で行って

いる軍事行動を放任するに等しいものであ1')， rその名に値する実体をもったものとはいいが
たいJ24ものである。従来の研究は，政府がワシントン体制を遵守する立場から不拡大方針を

決定したのだと説明している。しかし，伊香はこのような評価に対し， r実態的に関東軍の懇
意的な行動を駿禁するものではない不徹底なものであり，また幸号機内閣・幣康外特がワシント

ン体制を構成した九ヶ国条約を遵守しようとしたとは恩われないことから疑問をもっ/'と

芳井研一「幣原外交は平和外交だったのかJW日本近代史的成換と実機③i也君昔日大月番1苫)p226 
ただし江口は，幣原外交が軍部.!:同質検を持っていたことも指摘している

伊香綾議『近代日本と戦争漣法化体制~ (2冊2古川拡文館}開0253-254

伊香俊哉『近代日本主戦争違法化体制~ (2冊2古川弘文館)p202 

イ伊普綾議『近代日本と戦争違法化体制~ (2∞2吉JII弘文鱈)p203 
伊番綾哉『近代日本と戦争量生法化体制~ (2∞2吉JII弘文館)p203 
伊香綾哉『近代日本と戦争違法化体制~ (2∞2宵111弘文官官)p243 
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教授学的探我，第27号

述べている。こうしてみると，不拡大方針は「事態を積極的には拡大しないで収拾の機会を窺

う方針J舗であった。

一方，陸軍中来は柳条湖事件を受けて，この事件を満蒙問題滑車決の動機とすることを決め，

「本事件解決主主は断して関東軍を!日態勢に復帰せしめさることj 役最主重要事項として決定し，

政府に対しては陸相の辞職を惰喝の材料として圧力告かける姿勢安照めたe盟月 21日の閣議

では，金隣僚が満蒙問題解決には一致したが，方法について

①関東軍を紗占置付属地外に駐屯させたままで懸集解決交渉を開始しようという意見

③関東躍を満鉄付属摘に撤収させたうえで懸案解決交渉を開始しようという意見

という 2つの意見が半数ずつに分かれた。①は「迷蝿規約第一二条および不戦条約第二条との

抵触が凶際的に問題とされることは避けられなかったf。一方②の場合，凶際法との抵触は
ほとんど問題にならない.したがって. r閣僚の半数が国際訟を無視してく懸案先決路線〉を
支持したこと自体が，国際法への無視あるいは無知という深刻な罪悪題をはらん可きいたといえるー

いわばこの段階でs 日本は連盟規約および不戦条約に違反する国際紛争の武力的解決路線をと

" るのかとらないのかという岐路に立っていたのである』 と伊替は指摘している。その後，幣

原は①の方針に反対せず，むしろその方向へ妥協していく o r若機内隠・幣原外相は(中医長)
連盟の介入が不可避であ1).それによ君事態が複雑化することを予測しえなかった観があ

る』怨のである。

また， 1918年11:冨際連盟の創設について言及したウィルソンの構恕に対し，幣原は「この

やうな大円卓会議が出来て，各国代表がゐならぶy'1<::幣原のごと曹が妙な顔そしてド手な言葉

で議論でもやったら損著とするに決まってゐる。利害関係国相互の直接交渉によらず，こんな円

卓会議で我が運命を決せられるのは迷惑釜種だ。本条項は成ベく成立させたくない』と述べた。

幣原は，国際述盟の創設以来. r日中間紛争に第三者が介入するのを排除する姿勢と国際紛争
を平和的に解決する手段華社強化するの会拒否する姿勢安とっていたJ'" 幣原は満州事変毒事発

直後から迷鰻の介入する範凶を狭めようとすることに尽力している(この方針は「成長主Jを挙

げている.日本の自衛論の当谷や侵略国認定という問題をリットン報告書提出まで機上げさせ

るまで連盟を譲歩させたのは幣原の「強硬j外交の「成果Jだと伊香は指摘している)。

以上から浮かび上がるのは「く居留民保護論〉を論拠に出兵のlE当般を確保し，連盟の介入

を排除する m方でg 中国に対して条約問題をも含めた懸主主解決を溜ろうとした幣原外交の姿で

あるl' したがって，幣原外交の対応に「東亜モンロー主義Jの片鱗が見えるという伊香の
指摘は妥当であろう。すなわち r連盟やアメリカの介入を排除して中間側と直接交渉によ哲
懸案事項解決を達成し，日本が中国に対する抑圧約立場を強化した状態を列強に承認させるこ

とで事態の収拾をはかるという路線であJ哲， r W小国(中国Hに対する『大国(日本Hの

伊香俊哉『近代日本1::戦争違法化体制j(2002杏JII弘止鱈)1'203 

伊香俊哉『近代同本と戦争議法化体制j(2∞2古JII弘主総)1'2日5
伊香後議『近代日本と戦争遺獄化体制~ (2冊E古川弧文館)1'2日5

伊香俊哉『近代日本1:戦争違主主化体制~ (2∞2古川弘文館)1'237 
伊替後議『近代日本と戦争遺書主化体制~ (2∞z吉JII弘文舘)1'231 
伊香綾哉『近代日本と戦争議主主化体制~ (2∞2脊JII弘文館)1'231 
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「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

抑圧が強化された状態を他の大同が承認することで国際秩序の再編をスムースに達成すること

を目指すJ"路線であったのだ。このように， r戦令違法化体制Jという国際的な枠組みと政府
の認識には大きなズレがあったと言えよう。そしてこのズレが満州事変の抑止を不可能にした

要因だったのである。

3. 教育内容構成および教材構成

本章では，前主主まで紹介してきた漉史学研究の成呆を，どのように級みかえて授業プランを

作成するかということについて述べるa

当然のことだが，歴史学研究の成果をそのままの形で子どもたちに援示することはできないe

それは膨大な盤の歴史学の研究書をすべて読ませるのと同じこkだ。したがって，第ムに教育

内容の構成を行う必要が生じる。すなわち，歴史の授業を作成するにあたっては，歴史学研究

を押さえた上で，①最終的にどのようなことを認識させるか，ということを設定し，③そのた

めには歴史学研究の中からどのような事象を掲出するか，③それをどのように総みかえて順序

を構成するかについて考えなければならない。以下，具体的に述べていく也

まi".①の設定にあたっては，教える歴史的できごとの特質，歴史的意味は何かということ

を設定する必要がある@もちろん，歴史学研究は多種多様であり， 1つの歴史的なできごとに

対い様々な角度から嫌々な意義付けがされている@その中で，最も“筋の良いn すなわち最

も豊富合的な説明を与えているのはどの研究かを判断し，それを①として設定する。つづいて，

それを認識させるために③および③会考える。③では，①で設定した「認識させたいこと」を

教えるには，どのような史実や時代背景会提示するかという骨子安考え，③ではその骨子会ど

のようなj腹序で構成すると，論滋部Jな脈絡にな習かつ分か甘やすいかという論滋構造を考える。

ここまでに構成してきた教育内容の骨子と論議構造を教育内容構成と呼ぶこととする。

次に，教育内容の骨子と論理構造を教材化するa 各々の骨子を認識幸せるためにはどのよう

な内容を問うかを考え，問題を作成する。個々の問題均九対応する骨子の内容を認識しうるも

のであることが重襲である.また作成した問題群杭教育内容の論理構造を正確に投星接してい

ることも重要である。この作業を教材構成と呼ぶこととする。

だが，実際の授業作成は，このような順序どお容にずっ曹pと進むわけではない。教育内容

を構成し，教材化してみると， r論理的に説明できていない」としばしば恩われる箇所が見つ
かる。その場合，教育内容構成まで戻事，再ぴ骨子と論理構造を構成し産すこととなる@歴史

の授業作成とは，いわばこの柱復の繰静返しである也以とまでのプラン作成過程を図式化する

と，以下のようになるa

32 伊香俊哉『近代日本1:戦争進主主化体制~ (2002古JII弘;丈鱈)p240 

事
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教育内容構成 教材構成
伊-----四四四回園園園園田園「

-骨子D 一一μ十斗ー+・問題 1
・骨子A 斗千件→・問題2

・骨刊一件件→・問題3

企虫ゴ十竹下十問題4
③論理構造 L骨・問題 5

A. ... I ~一一一一「一一一一
'------叩叩叩叩叩mmmmmmmmmmmL叩叩叩叩-------------叩L叩叩____1 ~叩叩叩問問問Jmmmmmmmmmm

圏1歴史の摂重量プラン作成遜種のイメージ掴

以降，この闘にしたがって. r満州事変~発生と拡大-Jの授業プランを作成することとす
る{ただし教脊内容構成と教結構成の往復については，何度も試行錯誤を重ねたため寄j愛する}。

3-1 教育肉襲撃の骨子と論理構造

l章者で述べたとおり，自呂プランの最大の課題は，満州事変の際の政府の対応を説明できない

ことにあった@そしてそれを解決する手段とな号待るのが，伊替の「戦争違法化体制Jという

枠組みであり.2章では主に伊香の研究成果を挙げ r戦争違法化体制」という世界の織流と
当時の日本の感覚のズレ志滞変の発生および拡大を言語引したとい号媛史学研究の成果令紹介し

たe 本節では，この草壁史学研究から何を摘出し，どのように組みかえて教育内容を構成するか

というについて述べていく。

第 4次世界大戦の結巣として，世界は閤際連盟規約をはじめとする「戦争違法化体制」を構

築したが，日本は(直接の戦場とならなかったこともあり)r戦争違法化体制Jに対する認識
が欠如してお札このような世界の潮流とは異なる方向へ行動していった。軍部はもちろん，

「協調外交Jを行っていた政府で喜えその方向性は同じであ!).同氏もなお帝問主義的な国家

の方針応対して賛意を示していた@軍部の最終的なねらいは来るべき国家総力戦に備えること

であ仇そのために資源が豊富にあると推定されていた満州の獲得を闘策したのである。政府

の考えは，満蒙特殊権主主を『協調外交」によって他国に認めさせることにあった。特に「協調

外交j の旗手とされる幣阪は，国際問題は二国間交渉によって解決すべきだと考えてお号，

「戦争違法化体制」に対する認識が欠如していた。また，問民は，満重量特殊権益は日露戦争で

犠牲を出して獲得した大切な地であるとの思いがあり，中国ナショナリズムを通して中国人に

対する嫌持基感を有してお弘事変を積極的に支持したのである。これが，満州事変の際に政府

の援総な方針につながった。政府は，満州事変を機に満蒙問題を解決する方針ーを選択し，それ

が「戦争違法化体制Jfζ反するという認識さえ持ち合わせていなかった。団長も戦争を支持し

た。これが結束的に事変の拡大を招され世界i::の対立，孤立化を生み出したのである。したがっ

て.09プランにおいては，満州事変の特質を「戦争違法化体制とそれに対する日本の認識の

決定的なズレが露呈し.15年に及ぶ戦争の直接的な契機となったJi::設定し，教育内容の骨

子と論理構造を以ドのように構成した。
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「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

(①第一次大戦の結果として，世界は「戦争違法化体制」により，戦争の抑止と戦争i
i を行った国への制裁というシステム凌築いた i 

二二:二二立二二二二:二
②軍部{陸軍中央制関東軍}は「戦争違法化体制』を軽視しており，資源の不足と

いう問題を解決するために満州の武力的獲得を画策していた

③政府は f協調外交」を行ったものの，それは帝国主義的な考えが議継であ事，

「戦争違法化体制j に対する議識は著しく欠如していた

③国民は帝国主義的な考えを根強く有してお1)，事変を支持した

{③~④の結果として)関東軍が事変を起こした際，政府は関東軍を抑止せず，

「戦争違法化体制JIと反する対応をしたが，この対応が世界との対立，日本の弧

立化へとつながった

題2教事智内容の骨子と論理構造

この事聖子と論弾構造を，子どもの認識形成という点から考えてみたい。まず， r戦争違法化

体総Jという世界の流れを理解させる島これによって. (不十分な点があったとは言え}世界

が戦争華社抑止しようという方向へ向かっていたのだという世界{史)的な膝史の続れ令知る。

続いて，当時の日本の軍部ー政府という 2つの機関および国民杭程度の差ζそあれ!日米の帝

国主毒量的な考えを持ち続け， r戦令違法化体制」の意義を無視あるいは理解せず，勢力闘の維
持‘拡大を志向していたことを理解させる。これにより，欧米を中，むとした世界の方向性e:H
本の議機関の方向性がずれていたという認識を形成することが可能となる。ただし，この涜れ

華社天下りに教えるのではなく，当時の世界情勢や日本の置かれた境遇安『外側Jから的確かっ

効果的に提示することで， r向分だったらどうするだろうかj という「内側Jからの思考が可
能となり，よ哲豊かな認識を形成することができる。ここで形成した世界と臼本のズレという

認識を前提として満州事変を繍敵することによ仇政府の「不拡大方針』の意味，事変の拡大

を阻止できなかった要因を『内側」から理解することが可能となる。したがって，以上のよう

な教育内容構成により，子どもは満州事変を.r外側Jと『内側Jの往復という思考回路を通
して認識し，満州事変の特質を認識することが可能となる。

3-2 教材構成

3-1で述べた教育内容に沿って，授業プラン『満州事変~発生と拡大-Jの教材化を行っ

たe 本節では，教材機成(問題君事作成}における各問題のねらいとそれを反映させた問題の形

式を提示する。以下の表は，本授業プランの構成を示している。表以降は，問題作成の論理を

説明するe なお，具体化した授業プランは.*檎来掃に掲載した。
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教授学的探我，第27号

ロI待問賢
轡プロローグ (脅予こむに対応}

-ねらい .11本が世界の潮流に合わせる形で帝国主義的な国家を志向したとと，第一次世界
!大戦が臼本に「国家総力戦』を認識させたこと，日本には『同家総力戦」に必要

!な資源がなかったこと安理解させる

-形式 l 問題形式ではなく，文章で説明する

畿問題1-解説1(骨了①に対比)

・ねらい:第一次世界大戦を受けて，覇支米の国々は戦争を抑止するために「戦争違法化体制j

;を擁立させたことを理解させる

-形式 i第一次世界大戦を経験し，歎米の国々がどのような世界蓄を作ろうとしたか安問う

場務題2ー解説2(骨子②に対麻3

ーねらい l鐘軍・関東軍ともに「戦争違法化体制Jを軽視し，関東軍が『国家総力戦Jを遂

;行するために満州の武力による獲得を闘策したことを理解させるa またョ満蒙湖

l題について理解させる

・形式 i陸軍・関東主要による「戦争違法化体制J軽視を提示したうえで，関東軍は資源が
!ないという事態をどのように解決しようと考えたかを鰐う

ロ2時間百
場問題3-解説3(骨子③11:対応)
一一一一一一一一一一一一一一一一一T 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一

-ねらい l政府も「戦争違法化体制j 苦言騒鎖してお哩，満蒙特殊権益の維持という帝国主義

l的なねらいから『協調外交Jを行ったことを理解させる

曇形式 :幣i語審議郎が「協調外交Jを行ったことを提示したうえで， r戦争違法化体制j安
iもkに，幣原が語道蒙特殊権主主をどうしようと考えたかを問う

織問題4 解説4(骨子③1<:対応)
甲山ー一一一ー一一『ー一一一ー一一一一一一一一一一一一ー一一一ー一一一ー一一一ー一一一

-ねらい l国民も京都や政府と同じく帝国主義約な考え方であ静香満州の獲得を支持したこ

!とを理解させる

-形式 l 小学生による慰問作文安教材とし，国民が関東軍の行動華社支持した重要図書と問う

ロ3時間鑓
毒審問題5 解説5(骨子⑤に対応}

，ねらい l 満州事変に際して政府が事態を楽観桜し，この機に講義主問題を解決しようと志向

したととを理解させる

形式 l関東軍の謀略，中国の「無抵抗声明Jを提示したうえで，政府がどのように対応
l したかを問う

働問題6-解説6(骨子⑤に対応)

・ねらい i政府の決断が「戦争護法化体制」に反するものであったこと密通して，政府の
: r戦争違法化体制Jtr.:対する認識の不十分さを理解させる

-形式 :政府の決めた「懸案先決路線Jが「戦争途主主化体制Jに反するか掛かを問う

鯵エピローグ{骨7⑤に対応)
-ねらい!日本の「戦争違法化体制」に反する行動や認識の不足が世界との対立へと発展し

l ていく繋留だったこと，これが第二次世界大戦安誘引したこと安理解させる

-形式 l 問題形式ではなく，文章で説明する

議1 捜重量プランの構成
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「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

プロローグでは，近代の日本が欧米列強に倣って帝問主義約な同家を築こうとしたこと，第

‘次世界大戦が初めての「国家総力戦」であり，口本が自国の資源の不足を改めて認識したこ

とを説明する。 f国家総カ戦Jと資源の不足は，本プランの前提となる内容である。

ぷ¥寸竺 日本の生産量(輸入量}
アメリカの生産最

世界全体の生産量
イギ9スの生産量

鉄鉱
15万トン ほお万トン}

64∞万トン
不明

(1語26~28 年平均) 1140万トン

銑鉄
81万トン (50万トン}

3告00万トン
78∞万トン(1語26年) 610万トン

鋼
150万トン (118万トン)

4宮∞万トン
93∞万トン

(1926年) 780万トン

※鉄は，鉄鉱→銑鉄→鏑のj領に作られていく

よ」里子 日本の生康最(輸入重量)
アメリカの生産量

世界全体の生藤議
イギリスの生産量

石油
約50)ザトン係当初日Jiトン)

約1億トン
約2纏トン

(1幻自主手} 二l'践

石炭
32部万トン (250万トン}

5億5千万トン
12犠4千万トン

(19哩告~28 1f.平均} 2億3千万トン

義2 日本の資源

問題1は，本授業プランの主柱となる「戦争違法化体背景IJJの理解をねらいとする。第一次世

界大戦の鱒単な概襲を提示したうえで，欧米の鴎々がどのような世界を構築したかを問うe解

答は主，1:2つの方向牲に分かれることが予想される。すなわち「戦争に負けないための軍拡J

と「戦争抑制のための軍縮Jである{生徒が， rこれから第三次世界大戦が起こるJという知
識を有しているなら務者のほうが多くなるのではないか)。この2つの意見が出れば，生徒に

どちらなのかを考えさせることが可能となる。

問題2は，関東箪と陸2撃が「戦争違法化体制Jを事事視していたことを提示したうえで，関東

箪が「国家総力戦」を見据えて，どのようなことを凶策したかを向弘教材としては，石原発

爾の発言を掲載するa おそらくg:.告をの解答は， r戦争で他国を侵略して資源を獲得し，冨家総
力戦に備える』という111匂に収敬するだろうと考えられる。また，解説のなかで「満重量煎題」
について説明し，満蒙特殊権議に対する危機惑があったことを理解させる。

問題3は r協調外交Jと称される幣膜外交の帝国主義的な悩も満蒙特殊犠主主に対する考
えコ曹を例に問う。この問題11:関しても，意見は2つに分かれるのではないかと思われる。すな

わち，外交の平和的な面から「放棄するJという意見と「資源確保のために取っておくJとい

う意見である。自然な流れから考えれば，前者の意見のほうが多くなるのではないかと思われ

るが， 2つの意見の前で思考することをねらいとしている壱

問題4は，難問作文を教材として，国民が帝国主義的であった製図を問う。 08実践では最

後の問題とLて提示したが， 09プランでは国民も軍部・政府と同じく帝国主義的であった
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教授学的探我，第27号

ことを理解させることを冒的としたため，この位置で提示した。 08プランと問題の形式は同

じである。 08実践では，最も活発に意見が出された問題であり，解答の内容もねらいを的確

にとらえたものが多かったため，。盟実践でも同様の結楽になると予想される。解説は08プラ

ンから若干の変更を加え，ヰz国人への反感がナショナリズム運動に基づくという内容にした。

また，景気の回復?と対する期待という内容も議事込んだ。

問題5は，事変の発生を提示したうえで，政府がどのような対応をしたかを問うた。この問

題も，意見が大きく二分すると予想されるa すなわち，問題1で得た「戦争違法化体制」とい

う認識から「関東半をとめた」という意見と，問題3で得た『協調外交が帝国主義的なもので

あったJという認識から「便乗したJという意見である@ζの狭間で思考する(悩む)ζとそ

ねらいとしている。解説では r不拡大方針Jの意味{真窓)と，その後に「懸案先決路線』
が決定されたことまでをを説明する。

問題告は， r懸案先決路線Jが「戦争違法化体昔話ijJに反するか杏かおよびその理由を問う。
おそらく F反するJという多数派と「反しないJという少数派に分かれるであろう。問題1の

「戦争違法化体制Jを適用して考えることをねらいとしている。

エピローグでは， r戦争違法化体制』に対する認識の欠如が，国際的孤立および第二次世界
大戦訟も誘引したという繍州事変の世界史的意義訟提示するa

※矢印は当該の問題を考える擦にどの問題を根拠として考えるかを表す

間3 問題鮮におけ晶寵識の積み上げのイメージ

4圃授業実践と評価

新たに作成した授業プランを，北海道倶知安農業高校において実践した。本車では，授業プ

ランの課題抽出ど改訂プラン作成に向けて，主に授業の実践記録をもとに授業を分析し，改訂

の指針を考察する。また，生徒が記述した感想文をもとに，授業全体の評価を分析する@

なお授業実践は，高校3年生の日本史の中で， 1時間闘を2008年10月1吉日， 2待問闘を

10月初日， 3時間日を10月21日(1時限50分}に行った。授業者はプラン作成者{奥山}

である。
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「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

4-1 授業肥録と授業過程の分析

英語1:授業記録はs授業の音声デ-J，;rのうち，生徒の発表場面を抽出したq

※2: Tは授業者， Ct主生徒を表す。なお，授業記録の中のアルファベットは生徒の名前を表

している。

※3 :く主な解答の記述内容〉は生徒からE査収したプランに警かれていた内容を任意で抜粋し

たものである， cの後についている番号は生徒の出席券号である。

翻1時間日 10月羽田{月)6時間日 (26名)

問題1

T 脅い?とこkじゃあ，教えてください。まずじゃあねx...Q君，いってみょうか.Q君脅い

たこと読んでくれます?

C :;えっと 弱肉強食の世界@

T:おお。弱肉強食の世界を作ると@

C こわいなあ。

C 恐ろしいなあ。

T:で?

C :;えーと 相手を黙らせるためにjJで抑え込む。

T:カで抑え込む?はい，なるほど@という意見ですね。もうちょっと聞いてから，これはど

うだどうだっていうのを考えていきましょう。じゃあ， Nさんどんなこと替いた?

C なんか，絶対王政みたいな感じで，もっと強い機械とか箪とか兵器とか集めて，押さえ込

むみたいな‘。

T:なるほどe 似た感じだね?

C 似た感じです。

T もっと強い兵隊とか軍とかを作るってことだね?じゃあ，カで相手をもっと押さえ込もう

とかもっと強い軍歌作るkか，こういう意見事と書いた入ってどのくらいいますか?手役挙

げてみてもらえます?肖分の意見似てるなあって言う人，守主を挙げてみてくだ在い。(fPJ

人か手が挙がる)。じゃあ他の意見書いた人っています?これとはちょっと違うよってい

う人?じゃあ， s君。どんなこと響いたか教えてくれる?
c:欧米の国々は，密と固との欝わ哲を大事にしていって，そういった世界を作っていくんで
はないかと。

T:悶と問のつながりを作ろうと?はい，という意見だね。もうちょっと聞いてみょうかな。

T君どう?

C 負けたほうが強いやつに食べ物とか金とかを優遇っていうか合後退する@

T:優遇する?なるほどね。負けたほうが支援しましょうってことね?じゃあ， Mさん。

c:戦争に負けたくないから強い国にしよう。
T:戦争に負けない強い闘を作ろうと。分かれてるまみこっちのほうの意見奮いた人いるかな?

おお 1君。なんて書いた?

c:世界の代表品主会議できるような機関を作って，戦争を減らそうかなとー。
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教授学的探我，第27号

T:あー，なるほど。意見が分かれたねえ。この意見を見ると，だいたい2つに分かれてるね。

弱肉強食にしてカで抑え込もう，もっと強い国を作ろうというような意見と，閣と国との

つながりを作ろう，会議を作って戦争を無くそうというような2パターンの意見が出てま

すけれども，これ以外に全く違うこと書いた人っていますか?いない?いないですか?方

向としては，この2つだねe じゃあ，どっちだろうなっていうのを，今書けなかった人も

考えてみてくれる?もっともっと強い間作ろうと思っていったのか，それとも平和な散界

を作っていこうと考えたのか，どっちの意見か決めてもらえます?じゃあ決めてみて。聞

くよ@もっともっと強い園を作っていって戦争に負けないような国を作っていとうだと滋っ

た人，手書と挙げてみてください{ぱらぱらと挙がる}。じゃあ，戦争を無くそう，冨と匿

のつなが容を作って戦争を無くそうっていう方向になっていったんじゃないかと恩う人?

(多数の手が挙がる)それi:は，実際どうなっていったのかを見てい嘗ます。

く分析〉

発表された意見，記述された解答の傾向から，意見が一分していることが分かる@帝国主義

の拡大を予想した生徒ふ軍縮を予想した生徒がほぼ五分五分に存復していた.(rなんで日本

の話なのに世界のこと潤くんだろう ?Jという声があったが，)興味安持って真剣に取型組ん

でいた。戦争違法化体制という枠組みをスムーズに認識できたと評僚できるのではないか。

く主な解答の記述内容〉

-戦争をする固とそれを轍助する国を武力をもって駆逐するに2)

-世界の代表が会議で者るような機関唱を作ることで，戦争を減らそうと考えた→世界迷服 (C3)

・戦争合経験して人がたくさん死んで戦争をもうしないようにする@そのために，国が安定し

ていけるように経済や農業を発展させるに幻

-弱肉強食の世界.相手をだまらせるためにカでおさえこむ@そのために武力強化をするに的

・今回作った戦車などをもっとたくさん作り，自分たちの障が1番強いんだというのを証明し

ていく (C12) 

・向分のF需を守るために防衛策を考えた (C28)

r.ll題2
T:はい，じゃあ自分がどんなこと書いたかっていうのを発表してみてください。。若いって

みょうか@

C:戦争やって，戦争に勝利して，勝利した向から資源を事事保して，次の総力戦とかに犠える

T なるほどね毒機争して，その勝ったい勝ったっていうかね，破った相手から資源をもらう

と。戦争して，勝って，そこから資源をもらうという意見だね。じゃあほかに， K若どうマ

C: I可じようなことです。

T:ちょっと読んでみてくれる?

C 資源のある闘を自分たちの領f:にして，総力戦の準備をしていく。

T なるほど昏資源のある国を領土にする。はい，という意見ですね。もう一人くらい聞いて

みょうかな@えー， Tさん，どんなこと書いた?

C:戦争して，勝ったところで兵器を奪って
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「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

T:なるほどね。似たような感じだね?じゃあ，こういうこと以外のこと，全然違うこと書い

た入っていますか?戦争して，最善って，そζの場所から奪う以外のζと書いた人いますか?

大体みんなとんな感じかな?じゃあ，もうちょっと関いてみょうかな?I:こ?場所どこ?

地図ピントにしてみて。どこから護軍う?

C 満州e

T:ん?満州から嫌う?ほかにどっかある?

C:ソ連。

C:ソ逮{笑)

T ソ連ね。あとは?…じゃあ，満州，ソ連あたpから毒事ってくると。じゃあ，解説配ります。

く分析>

「何を向うかJという点で課題の残る問題だった也縄うた内容がやや抽象的だったため，戸

惑いを見せた生徒が多かった。したがって，改善案としては『軍部は戦争途法化体制では戦争

を抑止できないと考えたJという内容を問題文に指入した上で，石原発繍の発言を載せずに問

うということが考えられる。今後も毘家総力戦が行われるという前提のもkで，資源の欠乏と

いう事態にどのように対応したのかを闘えば，よ事多様かつ自由な意見によって討論が組織さ

れるのではないか。

く主な解答の記述内容〉

-中闘を支部し資源を手t~入れ，大障に負けない新しい閣を作ろうとした (C3) 

-戦争を行ない，勝利をして，勝利した悶から資源を確保して来るベ宮総力戦にそなえようと

した (C8)

'戦争悲して資源安得る。満州がほしいに20)

・自分遠の占領した土地からせしめる。兵器やら物資やらを。戦争によって，資源，物資は得

るものと見ていた.(C 23) 

掴2時間同 10 }j初日{火)2時間活 (27名)

問題3

T それでは，書いたものを発表してもらいます。まずは，発表してくれる人いますか?

C じゃあ嘗俺雷っちゃっていいかな。

T:どうぞどうぞ。

C:会で言語る。

T:どこに?

C 中向。

T:'I'国に金で，克る?中国に金で売る。ちなみにどうしてそう患った?

C 持ってちゃ意味ないから。

T:持つでもや意味ない?中国に売静ます，中国に売りますということですね。ちなみに，中

国に売ったというような答え書いた人います?(ぱらぱら挙がる}そこそこいるんだ。じゃ

あほかに，売った以外の答え審いた人います?ちょっと違うっていう人?A芳，どうだいワ

何書いたワ
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C:満蒙特殊権益を放棄した。

T 放楽する?何でそう思った?

C 中国側からしたら，日本にこれ絞られたらあんまりよくないだろうし，日本も前ゃったと

ころで，利用客とか減ってきてるから，持っていでもあまり利益がないっていうことで。

T:ああ，なるほどe ちなみに，放棄する，手放すっていうようなこと書いた入ってどのくら

いいますか? (ぱらぱら手が挙がる}けっこういるかな?じゃあ，利益が無い以外の王理由

で主主乗っていうのを書いた入います?あ，はい， s君。
C:持ってたら中国への侵略の禁止?とれもあるんで，世界的にも日本の体裁が良くない。

T:体裁が良くない?なるほどねe

C:体裁気にしてんの?

T: 11本il)体裁が良くない事ほかの理由いますか?こんなもんかな。利殺がないよっていう瑛

由ふ日本の体裁が世界の中で良くないよっていうことだね。ほかに，全然違う意見書い

た人いますか?放棄する，売る以外の意見を響いた人いますかワあ，はい@

C: 売り tげの_.~揮を利用して，お金あげるから，中国から資源を

T あー，なるほど。鉄道の売事上げの A部を渡すと，で，それで中国から資源をもらうと@

ちなみにどうしてそう思った?

C:手放すには，やっと手に入れたからもったいない。

T:なるほどねa やっと手に入れたからもったいない?

C:だったら，前IJJ有Lてー 。

T なるほど。だったら利用したと。鉄道の売哲上げの一部中国に渡して，そこから資源をも

らうと。手放すのはやっと手に入れたからもったいない。なるほどね。ほかに全然漆うこ

と書いた人いません?お， T君。

C:自分たちで鉄道を作ろうとした@

T:自分たちで鉄道を作ろうとした?なるほど。繍婦にってことね?ちなみにどうしてこう怠ゥ

た?

C:もうけ蓄をもっとたくさん。

T:もうけをもっとたくさん?なるほどね。さで，まだいないかい?全然違うこと響いた入。

Bさん，どんなこと書いた?

C 論家特殊権主主を守ろうと反発を起こしたa

T:守ろうと反発を起こした。これは今までのとはまた違いますね。満蒙特殊権益を守ろうと

反発を起こした@反発を起こしたって詳しく言える?そこまで言えないかな?雪える?

C:言えないです{笑}

T そっか。ちなみにとう思った理由は?

C せっかく手に入れたんだから守智たい。

T:せっかく手に入れたんだから守哲たいんだと.ち君主みにさ，この放棄するとはちょっと途つ

て，守ろうとしたとかね，そういう方向の答え書いた入っています?いるよね?はい，分

かりました事ということで，こんな感じでいろいろ意見が出ました。中間に売っちゃうと

いうことですねe 持ってたら意味がない。放棄する。理由としては，利益が無い宮日本の

体裁が良くない@それから，売哲上げの一部を渡して資額をもらう。やっと手に入れたん

だから手放すのはもったいない@それから，自分たちで鉄道を作る.それから，いや，
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満蒙特殊権益を守ろうと反発を起こしたよと。せっかく手に入れたんだから。ということ

でs こんな意見が出たんですけれども，実際の歴史はどうだったのかということで，解説

の3番を配pます。

く分析〉

この問題でも生徒の考えは割れた。戦争違法化体制という問題1守学習した内容を適用事せ

て「放棄する』という意見が出ていた一方で，問題2の軍部の考えを参考に「反発した」とい

う意見を出した生徒も見られた@問題1，2のねらいがある程度達成されていると言えるので

はないだろうか。また， r中国に売ったJr利益の一部を渡して資源をもらq たJという発言は，
作成段階では想定していなかった考えであ号，興味深いものだった。

く主な解答の記述内容〉

審構議特殊権益を放棄する。他の固と仲良くするに8)

-放棄{満蒙特殊権益)利益がない，日本の体裁が良くない (C11) 

・他国と仲良くできんから，特殊権主義をポイするにお)

・中闘に売却 (C3)

.rt聞に高値で売る (C18) 

-満蒙特殊権益を守ろうと反発を起こした (C12) 

・利用して外交をスムーズにした (C22) 

-自分たちで鉄道をもっとたくさん作ろうとした (C17) 

問題4

T みなさんの意見を聞かせてもらいます。まずは，賛成か反対かを言ってから発表してくだ

さい。まずは発表してくれる人いますか?O君だね，どうぞ。
C:賛成だと思いました.

T 賛成ね。で，国民はどうして賛成したの?どんなこと読み取れた?

C 文に書いであったとおりに，日本の同氏は中岡の人たちを，残虐な人身と患った事乱暴な

人たちだと恩づた事，満州を最後のほうでしづかり守って戦ってくださいって書いてあっ

たので，たぶん戦うことに賛成。

T:中国の人々を乱暴な人たちだと思っていたと，それから満州を守ってくれと思っていたと

いうふうに思いましたよっていう意見ですe ほかに何かありますか?同じようなのでもち

がうのマもいいですけど。 S草寺言ってみるワ

C:満州は大事なところだと。それに，やっぱ習中国人が嫌い。

T:ということは賛成でいいんだね?はい。ということだね。大事なところだとか，中国人を

好意ではないから賛成しました。ほかに何かありますか?…あ 1君。

C このあれを見たら，臼本の兵隊の苦労ばっか与を伝えて，侵略をしてることの真実を伝え

ない，

T:日本の兵隊の苦労?

C なんか，情報操作って言うか

T 情報操作ワ
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C ::真実を伝えてないなあっていう それでみんな賛成してる。

T なるほどね母ということは，賛成でいいんだね。 U本の兵隊の苦労があると，それから情

報操作されてる，侵略の真実措宣伝わっていない，ということだね?S木の兵隊の苦労が書
いてある。それから，情報操作されてて，侵略の真実が伝わっていない@だから国民は賛

成しましたよってことだねe ほかにいます?ちなみに，反対だと思った人いますか?いな

い?だいたいこんな感じかな。中閣の人々を乱暴だと恩っていた，中間人好章じゃない，

それから満州は大事なところだという理由だね。それから， 11本の兵隊が苦労してるって

いう糧自，それと情報操作されてて，侵略の真実が伝わってないんじゃないかという理由

から，冨誌は賛成したという意見が出ています。じゃあ実際どうか，解説の4番を配哲

ます。

く分析>

昨年同様，多様な意見がulされた。「反対』だと考えた生徒は一人もいなかった。読み取っ

てもらいたいと想定していたものを，多くの生徒が読み取っていたため，多くの「面白いJ意

見が出たが方で，国民も帝思主義であったということがどれだけ認識されたかは疑問の余

地があるo r国民は愚かだJというだけ認識母様えつけてしまった可能性もある。改善策とし
て，石橋通甚山の主張を掲殺するということを考えている。「帝国主義をやめ，構蒙を放棄しろ」

と主張したお‘橋の『小臼本主義」を紹介することで， rこういう考えの日本人もいたJという
印象ふ選択肢として満蒙放棄も存在したということを伝えられるからである。今後検討し

たい。

く主な解答の記述内容〉

. s本兵の苦労ばかりを伝えることで情報操作 (C3)
• 11滑，日量善戦争で多くの兵隊の命が失われてまで手に入れた大切な地をうばおうとする中箆
の人から守って下さいというようにどちらも書いであるから。また，日本のほうがすごい苦

労しているように書いてあると添う (C告}

・多くの死人を出して手iC入れたから，なんとしても手放したくはないから守ってほしい (C22)

・中国が議い国ゥて教えられてきたっぽいから，中国に満州iをあげちゃダメってことでに訪〉

翻3時間日 10月21日{水)5時間日 (27名)

問題5

T きあ，政府はどう対応したでしょうということで意見を聞いてみたいと思います。まず，

意見発表してくれる人います?よし，じゃあ， A若，言ってみょうか。

C:関東軍の攻撃の停止を命じたe

T:うん，関東軍の攻撃の停止を命じたと。さ，という意見だね。関東軍の攻撃の停止を命じ

た。ちなみにそう患った現出は?なぜ?

C このまえに，その…中国1::和解しようとしてたので，攻撃の命令安出すわけがない。

T:なるほどね@和解しようとしてたから，攻撃の命令を出すわけがないと。攻撃の命令を出

すわけがないという理由から，関東軍の攻撃の停止を命じたんじゃないかっていう意見だ
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ね。じゃあ，ほかに口この方向。攻撃の停止を命じたに俄たような意見を書いた人，ほか

にいますか?お，。君，なんて書いた?

C:似てるけど・。

T うん，似てる?どんな意見書いた?ちょっと言ってみて。

C 中国と貿易とか，仲良くなるために，掬東軍の攻撃の停止を命じたe

T ‘なるほど。ほかにこれと似た意見の人?ん?T君，なんて奮いた9

C:石原と板援を暗殺した喬

T:石原と板援を踏殺した?なるほどね@石原，板垣を暗殺しましたと。なんでとう思った?

C うその情報が幣販に入ってたから，それで政府が…@

T なるほどね。じゃあ，これと全然違う意見書いた人いますか?絶対いるとj思うんだけれど

も..1君，なんて替いた?

C:侵略を本格的犯始めた§資源が § 

T 侵略を本格的に絡めたと@今なんか理由言ってくれたよね?もう一回言ってくれる?

C 資源がほしいから@

T:資源がほしいからとe はい，ほかにこれと似たようなこと書いた人ーお--っと， W君.

C:関東軍に便乗した。

T:便乗した?

C やっぱり，満州とか資源とかほしいからa

T:便乗っていう言葉の意味分かる?乗っかったってことね@あと今手を挙げてくれたのが，

s君だね。
C:えーっと，その，幣Eまですよね?

T はい。

C 幣原が書いてた，やっぱ中間を取るみたいなこと書いてましたよね?だからやっぱりその

まま鱒東宝撃に粂っかつて，そのまま取ってしまおうと。

T:あー，なるほどね“

C あ.1::，資源。

T あー，資源ね。えーと，ちなみに意見を見ると大曹く 2つに分かれてる。停止を命¥;11:，

仲良くなるためe 攻撃の命令出すはずがない，という意見ふいや，乗っかつて本格的に

侵略を始めた，資源がほしいから，という 2つの意見が出たんですけど9 ちなみに9 これ

以外に，この2っとは違う意見書いた入っています?お，はい，どうぞ。

C 様子を見ることにした。

T ‘様子を見ることにした?なるほど。ちなみに様子を見ることにしたっていう頭協は?

C:なんか，戦争反対があるし，乗っかつてしまったらけ本の立場が危うくなるし，でも資源

はほしいからー。

T なるほど一。立場は怪しくなると。 B本の立場が怪しくなる.でも，資源はほしい。さあ，

ということだね。もう一つ出たのが，日本の立場が怪しくなる，戦争無くそうっていう昔話

で。勺をも，資源はほしいから，様子を見たんじゃないかと。という意5主ですねーほかに何
かあるかい?こんなもんかな?きあ， 3つ大意く出ました。停止を命じた。乗っかって侵

略を始めた@ちょっと立場経しくなるんだけど，資源はほしいなっていうところから様子

を見た@この3つですe では実際の歴史はどうだ・ったのか，解説の5番を見てみます。
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く分析〉

問題1，3で学習した内容を適用できていることが分かる.r日本の立場が穣しくなるから止
めた」という越皆の意見も， rでも資源はほしいから便乗した」という意見のどちらも，問題3
での政府の考えと戦争違法化体制を意識したものだった。全体の傾向としては，関東宝撃に便乗

するという趣旨の記述が多かった。そんな中でも，最後に出た「様子を見たJという意見は驚

舎だった。「な場は穣しくなる，でも資源はほしいq だから様子を見たJという発言は，問題

1， 3の内容を適用させたうえで，当時の政府が取った立場を的確に表している喬この発言を

聞いた多くの生徒たちが「なるほど」という表情を浮かべていた@問題5に至る積み上げが，

ある程度成功していると言えるだろう。

く:Eな解符の記述内容〉

・世界の法律に従うために関東軍をとめたに的

暑政府は中国と仲良くなるために関東家の攻撃を停止させようとしたに幻

・政府は石原・板垣を暗殺したに17)

-攻撃の停止{協調外交により)(C 19) 

・資源令求め侵略華社本格的に開始した (C3) 

.rt閏を占領することにしたに引

-自分たちの国を守りたかった為，中国がやったと国民に知らせ，中国人を処刑したa 侵略を

本格的に始めた (C12) 

・関東軍がやったという事実をもみ消し，そのまま中国を攻撃したにお)

・様子会見ることにしたに22)

問題告

T じゃあ，そろそろ意見開かせてもらいますけど，まず先に聞いておきたいんですけど，

f反するJr反しないJ以外の答え書いた入っていますワいない?じゃあ，聞いていきます。
じゃあまずは.r反するJというほうから聞いてみましょうか.戦争違法化体続に反する
と怒った人で，王壁崩を教えてくれる人いますか?こうだから，反すると思うっていう理府

を誰か教えてくださいe お， A君だねe どうぞ。
C 凶際連盟規約[1::反するから。

T:国際連盟規約に反するから?

C:そのままだろ?

T:もうちょっとくわしく言える?

C : r問題解決のための滋争の禁止ム
T あー，はいはい。『問題解決のための戦争の禁止J.

C : r中国h の侵略の禁止J.
T:なるほどね。

C: A，すげえ事

C: A，さえてるなe

T:ごめん，もう一つが?

C : r中国への侵略の禁止J.

22 



「満州事変~発生と拡大-Jの富士訂プラン.!:授業業践的分析

T:解説1でやったとおそ入問題解決のための戦争の禁止と中国への侵略の禁止，これに違反

してるんじゃないかとe ほかに， r反する」で理由を教えてくれる人いますか?ほかに識
かいます9お，どうぞ。

C : '1'国は，関東軍に抵抗しないっていう声明凌出していたのに，関東軍は中国に攻撃した
からe

T:お。なるほどね，中関は手を出さないと言っていたのに，関東軍は攻撃したから。という

理由だねa ほかに，もう一人くらい設かいます?お，はい。

C:えっと，侵略の禁止で，中国は日本に圧力をかけられて，おどされた@

T:中国は日本に圧力をかけられておどされた?ということで，大体いいかな?じゃあ，とり

あえずこの3つ押さえておきましょう。「問題解決のための戦争の禁止Jと f中間への侵

略の禁止』を破っている。それから，中国は手を出さないと言っているのに，関東軍は攻

撃している§中国は日本の圧力で号号されていると。だから，菌際迷膿規約に反するよとい

うととです。では，とっち潤いてみましょう。いやいや，とれは反しないでしょって考え

た人で，理由を誰か教えてくれませんか?いないかい?じゃあ，ちょっと挙手o r反しな
い」と書いた人?よし，じゃあK君@

C えっと，別に問題安解決するのに戦争革をするわけではない。解決したら機収するって言っ

てるんだから吟 e

T:はいはいe 解決したら兵を引くって言ってる，という ζとだね?戦争するって言ったわけ

でもないし，解決したら様収するっていうことだから，反しないんじゃないか。えっと，

T君挙げてくれた?

C はい。7Jチで攻撃しない限ちはOKなんじゃないかなってー。

T:ガチで主主聖書しない限り OK?はい，もう一人くらい1+1てくる?こんなもん?もう一人くら

い『反しない」いない?はい，意見見てみますよ。すると， r反するJという人，連盟規
約を破ゥてると。問題解決のための戦争の禁止，中国への侵略の禁止を破うてます。乎を

出さないって言ってるのに関東軍は攻撃してますと。中国は日本に無言の圧力で脅されて

います。だから，漆漉規約に反する。反しない人の理由は，別に戦争しているわけではな

いし，解決したら撤収すると言っている，ガチで渡撃しないんだから別に反しないんじゃ

ないという意見です。では，最後の解説を配ります。

く分析〉

「反するj と『反しないJが，およそ2対1の割合で分かれた。「反するj立場をとった生

徒は，問題1の内容を正確に適用守きている。また r反しないJという意見のさ生徒も，戦争
遺訟化体制をある程度意識したうえでの発言であった@この2つめ意見は，当時の政府を f内

側』から考えていると言えるのではないか。

く主な解答の記述内等学〉

「反するj

-国際迷蹴規約金やぶっている。→問題解決のための戦争の幾止，中国への侵略の童書止など

(C2) 

・関東軍の自作自演だから (C3)
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-戦争違法化体制に反している。関東軍が爆破をしているので中間への侵略をしていることに

なる詰ミら (C串}

・中国は f関東矯f1:手を出さないJと声明を出していために，関東消は攻撃曜をしたので戦争違

法化体制に反すると思いました (C17) 

・中国の侵略を禁止だというのに日本の兵がいるのはおかしいと思う (C28)

「反しないJ

暑兵をおいておくだけなら侵略にならないと滋う (C6)

ー郊に戦争するわけでもないし，解決したら兵を撤収すると考えているからに幻

・攻撃しない限与はOK(C 15) 

4-2 授業会体の僻偲

(1) 生徒の記述内容から見る認識の過程

焦点を当てたいのは，問題3→問題5の擁れである@問題3で政府の方針をどのように考

えたか，問題3で形成した認識をもとに鵠題5で事変への対応をどのように考えたか，この

認識の遜採がプランの金投となる環論華社生徒たちがどのように考えたか華社表すものである。

この過程華社分析したところ，大別すると 2つの認識のパターンが多いことが分かった。

第一のグループは，問題3で「満蒙特殊権益を放楽するJ(あるいは「売るJ)といった内

容を記述したが，向題5では「関東軍に便乗した」と記述した生徒である。おそらく，政府

の「協調外交Jが帝国主義的な面を有していたことに驚きを感じ，問題5ではそれを元にし

て「便乗した」と考えたということであろう。これが最も多い被れであった。

く解答の記述例〉

C5 

問題3:r放棄する。J

問題5:r攻撃の実行の継続安求めた。J

C9 

問題3:r満蒙特殊権益を中凶に渡した。j
問題5: r中密を占領することにした。」

C14 

問題3:r満蒙特殊権議を11本は，なしにした.J
問題5: r満州を強引にとった。J

C23 

問題3:r南満州鉄道の経営権を捨てる。そうすることで中関への侵略の禁止じゃなくするJ
問題5:r関東軍がやったという事実をもみ消し，そのまま中国を攻撃した。J
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C24 

問題3:r勝ち取ったもの栓撤閉した@中園内の侵略には手をIHiきないために。J
陶磁5:r無視して実行したと思う o 満州占領も関わっていたから。」

C26 

問題3:r他国と仲良くできんから，特殊権益をポイする。j
問題5:[中国がやったならしょうがない。もっとやれって言ったかも。関東家の人を信用し

ちゃったとかoJ

C28 

問題3: [放棄{溝重量特殊権益)J

問題5: [便乗した(満州がほしいから入J

一方，第二のグループは，一貫して「戦争違法化体制J(平和主義)を念磁に行動したと考

えたという認識の過程である.これは，問題3で f満蒙特殊権主主を放棄するJ(あるいは「売

るJ) と記述し，解i訟で設府の f協調外交Jが帝国主義約な而を有していたと理解しつつも，

問題5では「戦争違法化体制Jから「潟東軍の暴走者をとめたJと考えたということであろう@

く解答の記述伊U>

C2 

問題3:r満蒙特殊権益を汝索。J
問題5:r関東軍の攻撃の停止を命じた。j

問題3:r満蒙特殊権裁を放棄するe 他の閣と{仲良くする.J
問題5:[政府は中間と仲良くするために関東軍の攻撃を停止させようとした。理由 中関と

仲良くなるためoJ

C15 

問題3:[中趨に売る。J

問題5:r幣原→関東軍良くないよって言うoJ

また，碍題3で「務蒙特殊権益を守る」という主旨凌記述した生徒の大半は問題5で「関東

京に便乗したj という主皆の解答を記述した。ちなみに.1名のみ「関東軍をとめたj という

意見を記述していた。

く解答の記述伊U>

C12 

問題3:[満蒙特殊犠殺を守ろうと反発事E起こした。j

問題5: [自分たちの滋を守層たかった為，中陣がやったと国民に知らせ，中Ilil人を処刑した。

侵略を本格的に始めた。J
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C13 

問題3:r世界へ進めようと考えた。J
陶磁5:r政府はこの事変で中国会どととん敵にした。」

問題3:r守ろうと反発を起こした。J
問題5: r中屈を攻めた。」

C6 

問題3:rそのまま運営を続けた」

問題5: r世界の法律?と従うために欄東軍をとめたoJ

以上のような分析の結果として，この授業プランの授業過程における認識の傾向として言え

ることは，政府の「協調外交」の帝国主義的なi泌を強く認識した生徒が多かったということで

ある。問題3で「満蒙特殊権主主を擁護したJと記述した生徒も， r満蒙特殊権主長を放棄した』
と記述した生徒も，その多くが問題5において「事変の際に満州侵略に加担したJという意見

を記述した。また，多くの生徒が当静の国際情勢や日本の置かれた状況をもとに，様々な f内

側」からの滋考会行っていることが分かる。

(2) 感想文の分析

感想文は， 3時間告の授業の最後の5分ほどで記入してもらった。 1名が f少し難しく感

じたJ(C 1) i::記入していたが，全体として「楽しかった』といった記述が目立ち，授業

が樗定的に受け止められていると言って良いのではないか{もちろん， 1名の意見から問題

をより平易にすることを検討する必要はある}。内容としては， r考える」という授業形式に
対する記述が多かった。

-自分で考えるというととをあまりしないので，考える楽しさ，よろとぴを縛れたのがよかっ

たです@とても分か容やすく，楽しく出来ました@また受けてみたいです。 (C4)

露戦争の義を知ることができたと患うし，自分で予想するのはなかなかよいものでした， (C 5) 

ーふだんの授業とはちがった授業で楽しかった。満州事変のことをくわしく知ることができた

のでよかったです。 (C6) 

-いつもとちがう勉強だったけどけっこうわかったしいい勉強ができました。 (C13) 

-自分の歳見を述べることはものすごく頭の使うことだし，たのしくで嘗た。人の欲はひどい

ですね。自分も教員目指してるので，そういった面でもとても鍛強になりました。 (C15) 

-満州事変について知れた。楽しかったです。人それぞれの怠見が聞けたりで嘗て良かった。

卑盟l
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-向分で日本史を;考えるというのはめずらしかったです。とても新鮮な授業で楽しかったです。

(C23) 

-考えることが多く，考える能力がとてもあがる授業だと思いました。満州事変について詳し

く学式ました。満州事変について色々と教わって，わかったらすごく楽しいと思いましたe

(C28) 

また，満州事変に対する意見や感想もいくつかの感想文で見受けられた@満州事変が第一次

世界大戦の引き金となったことを理解したといった内容が見受けられる。一連の史実を「人の

欲』と考えた生徒が数名いたのが興味深かった@

-日本の騒い決定で世界をもま曹こむ第二次世界大戦を引き起こしてしまったのでとても残念

だと患います。 (C2) 

-日本は資源めぼしきに戦争を起こし，結集約にこれが第二次世界大戦の引き金となってしまっ

た。それ会知って戦争の恐さをあらためでわかり，今の待代が平和でとてもよかったと患い

ましたe 人は欲のかたま事だと患います。わか静やすい授業でした。 (C8)

-満州事変については中学校のころにも授業で耳にすることがありましたが，こんなにも深く

まで学んで本当のことが知れたような気がしました。第二次世界大戦と関わってきているこ

とだと思いました。 (C曽}

-あまり詳しくはやっていなかったので，政府の考えや国民の考えがすごく世界とは違ってい

たので少々日本はせますぎるのだと息いました.でもこれで引き金となゥたので，戦争はな

いほうがいいとJ思いました。 (C22)

5. まとめと今後の採題

認識の積み上げという点においては『ある緯度成功したj とEまえるのではないだろうか。

多くの生徒が，それまでに学んだ内容を適用させて考えようとしていた。それでも，意見は2

つないし3つの方向に割れ，千患の生徒の意見を聞きつつ考えていた生徒が多かったように忍わ

れる。戦争違法化体制と臼本の諸機関の動態を頬合し，当時の人間たちがどのように思考した

のかを懸命に考えていた。感想文にも「歴史を考えるというとどがおもしろかったJrいろん
な人の意見を聞いて考えられたj といった趣旨の発言が多く，授業中にも何度も「自分だった

らどうするかなあJという言葉が聞こえていた。歴史を「内題むから見るという日擦はある程

度達成されたと考えられる。

s方で，いくつかの課題が明らかとなった。第~~~，軍部の閤際法認識をどのように罪悪い，

どのように認識させるかということである。(主主体的には授業プランの問題2において)軍部

はとにかく資源が欲しいために暴走したという誕識を生徒に形成させてしまった感があるのは

杏めないープラン作成段階においては，関東軍の行動を問う問題であるため陸軍中央の国際法
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認識は動~~しなかったが，軍部，特に陸軍中央に襲署しては，戦争は避けたいが戦争違法化体制

では無理だと判断したということを認識させることによって，歴史の「内側」からの理解をよ

事確実かっ効巣約犯行うことが可能となるであろう。

第三に，園t誌の戦争支持に関してである。問題4の提示のしかたでは， r当時の国民は愚か
であったj という認識は形成されるものの，先述のように，ある意味で『救いのないJ問題に

なったのではないかと考えられる。大多数の関民が繍紫特殊権益の武カによる獲得を支持した

のは確かだ。しかし，少数派ながらこの趨勢に対して意義を唱えた者も存在していた。その代

表的人物が石橋湛山であった。増田弘は結構の満州放棄論の枠組みを説明している。増聞によ

ると，石織が満州の放棄を主張した理論的枠組みを以下のようにまとめている。

第一に，中間民族運動はわが政府や国民が想定している以上に深間強大であ払 1!本が務

州権益を保持する限事，排日運動は止まず，それは日中隠の政治，外交・経済貿易上の阻害

要因となるとと@第二に，満州を含む全植民地が天然資源や過剰人口のはけ口としては一般

に想定されているだけの価値を持たず，また日本は海外領土を保持するほどの国内資本に恵

まれていないこと。第三に，満州の領有は軍事支出を増加させ，国家財政を圧迫し，結局襲

艮生活を悪化させるばか慢でなく，無期の戦争訟生起する危険性愛もたらすことa 第凶iζ，

満州権益の保有は列国，特に米国t:の対立を生み，日本の国際的孤立化をもたらしているこ

とa そして第五fl:，植民地の分離滋立は窮極的に不可避の運命にあること。錨

このような認識を有していた者が，当時のH本にも存在したのだということを提示すること

によ哲 rほかの選択肢J脅議ベた可能性が認識され，生徒はよ事豊かな認識奇形成すること
ができるであろう。石橋については，解説として椅入するか問題にするかも含めて改訂プラン

に反映させたいと考えている。だが，課題はこれだけでは解決しないa では，なぜ石橋のよう

な考えが国民の多数派を占めることがなかゥたのかQ なぜ大多数の国民が戦争を支持してしまゥ

たのか。この点に関する説明がプランの中で行われなければならない砲葉原彬はこの繋留を，

昭和初年代の日本が Fー穏の社会的アノミーJに陥っていたと指摘十る。その原図として挙げ

られているのが，経済的な転変と生活持，政治腐敗や僚級対立の激化，都市と農村の格差の拡

大などである{栗原1豊富2)。たしかに，このような綾党政治に対する不信感や強行に対する不

安感熱満州事変の支持につながったことは明らかだろう。しかし，これだけでは説明として

不十分である。近代日本において，民衆の意識がどのように変容してきたかを分析しない限哲

この問題は解決しない。また，治安維持法による弾圧という側面も無視できないe どれだけの

民衆が本心から戦争を支持したのかという新たな問題が生じるのである。すると，慰問作文と

いう教材自体が，当時の国民の考え方を提示する適切な教材であるかという問題も同時に生じ

る。この様磁の克服を，改昔Jプラン作成に向けた大きな様題としたい。

お 増田弘『石橋港出研究 「小日本主義者Jの国擦認識J(l朗自東害事経済新報社)ppJ02-I03 
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満
州
事
変

-
プ
ロ
ロ
ー
グ

時
代
は
明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
日
本
が
欧
米
に
く
ら
べ
て
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
明
治
政
府
は
、
「
富
国
強

兵
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
欧
米
に
負
け
な
し
強
い
国
を
作
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
世
界
は
帝
国
主
義
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
帝
国
主
義
と
は
武
力
に
よ
っ
て
他
の
国
の
領
土
を
手
に
入
れ
て
、
自
国
の
領
土
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
資
源
を
確
保
し
た
り
、
人
口
の
増
加
に
対
応
し
た
り
す
る
の
で
す
。
日
本
も
そ
ん
な
国
を
目
指
し
ま
し
た
。
1
8
9
4
年
の

日
清
戦
争
、
1
9
0
4
年
の
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
は
、
領
土
を
広
げ
、
つ
い
に
「
大
国
」
の
地
位
に
上
り
つ
め
ま
し
た
。

そ
の
桂
、
1
9
1
4
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
戦
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
や
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
に
加
わ

り
、
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
(
日
本
は
こ
の
戦
争
に
は
部
分
的
に
し
か
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
)
。
こ
の
戦
争
は
、
資
源
、
入
、

金
料
な
E
を
た
く
さ
ん
消
費
す
る
初
め
て
の
「
閏
軍
総
力
戦
J
で
し
た
。
日
本
は
こ
の
戦
争
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争
は
「
国

家
総
力
戦
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
に
は
「
総
力
戦
」
を
戦
う
だ
け
の
資
源
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

「 議 達 制 胤 附 J 明 師 陣 立 尚 汁 J 」 見 ) 日 沖 叫 叶 け 『 W ド ¥ 作 滞 山 冊 減 濡 見 ) 冷 静 司

表
1
日
本
の
資
源

孟
司
王
¥

ア
メ
リ
カ
の
生
産
量

ー
ー
ー
.
.
ー
ー
.
.
.
・
・
ー
.
ー
ー
ー
ー
ー

日
本
の
生
産
量
(
輸
入
量
)

イ
ギ
リ
ス
の
生
産
量
世
界
全
体
の
生
産
量

鉄
鉱

15
万
ト
ン
(1
2
8
万
ト
ン
)

6
4
0
0
万
ト
ン

不
明

(
1
9
2
6
-
2
8
年
平
均
)

1
1
4
0
万
ト
ン

銑
鉄

8
1
万
ト
ン
(5
0
万
ト
ン
)

3
9
0
0
万
ト
ン

7
8
0
0
万
ト
ン

--
--
--
--
--
--
--
--
--
-

(
1
9
2
6
年
)

6
1
0
万
ト
ン

鋼
1
5
0
万
ト
ン
(1
18
万
ト
ン
)

4
9
0
0
万
ト
ン

9
3
0
0
万
ト
ン

ー
白
骨
・
ー
・
_
.
.
・
・
・
・
・
・
・
・
・
a・
ー

(1
9
2
6
年
)

7
8
0
万
ト
ン

3
2
9
6
万
ト
ン
(2
50
万
ト
ン
)

そ
ん
な
な
か
で
、
日
本
は
19
31
年
に
「
満
州
事
変
」
と
い
う
戦
争
を
開
始
し
、
結
果
的
に
戦
争
は
15
年
と
い
う
長
い
期
間

に
わ
た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
戦
争
を
な
ぜ
始
め
て
し
ま
っ
た
の
か
、
な
ぜ
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
授
業
で
は
そ

れ
を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
@

日 支 雨 軍 激 戦 を 纏 麗

我 軍 奉 天 域 内 に 入 る
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満
州
事
変
の
発
生
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伝
え
る
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
号
外



蜘 時 滞 h w S 惜 剖 潟 ・ 濃 町 中

-
問
題
1

1
9
1
4
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
イ
ギ
リ
ス
フ
ラ
ン
ス
ロ
シ
ア
な
ど
の
連
合
国
と
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ト
ル
コ
な
ど
の
同
盟
国
が
戦
っ
た
戦
争
で
す
。
こ
の
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
が
連
合
国
側
に
つ
き
、
1
9
1
8
年
に
同
盟
国
の
敗
北
で

終
わ
り
ま
し
た
(
教
科
書
の
P
1
日
8
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
)
。

こ
の
よ
う
な
戦
争
を
経
験
し
、
欧
米
の
国
々
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
世
界
を
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え
た
で
し
ょ
う
か
。

図
1
:
 1
9
2
0
年
代
の
日
本
の
領
土

与
3
N
 

な
な
め
線
の
部
分
が
日
本
の
領
土
で
す
。

日
本
が
満
州
に
持
っ
て
い
た
の
は
、
南
満
州
鉄
道
の
経
営
権
で
す
。

満
州
自
体
は
中
国
の
領
土
で
し
た
。

3
 -

2
 



重
盤
孟
よ

第
次
世
界
大
戦
で
は
、
戦
死
者
が
約
1
0
0
0
万
人
、
負
傷
者
が
約
2
0
0
0
万
人
と
い
う
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
(
ち
な
み

に
、
日
本
は
戦
死
者
、
負
傷
者
合
わ
せ
て
1
2
5
0
人
で
し
た
)
。
こ
の
被
害
を
目
に
し
て
、
欧
米
の
国
々
は
、
帝
国
主
義
の
世
界

を
改
め
、
軍
の
規
模
を
小
さ
く
L
-
(
r
軍
縮
J
~
い
い
ま
す
)
、
戦
争
を
無
く
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

19
19
年
に

国
際
連
盟
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
国
際
連
盟
で
は
、
「
国
際
連
盟
規
約
」
と
い
う
き
ま
り
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
き
ま
り
の
中
に

は
、
「
侵
略
戦
争
の
禁
止
J
r問
題
解
決
の
た
め
の
戦
争
の
禁
止
j
な
ど
が
あ
り
、
約
束
を
破
っ
た
国
へ
制
裁
を
す
る
こ
と
も
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
2
1
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
は
、
[
中
国
へ
¢
侵
略
の
禁
止
」
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に、
1
9
2
8
年
に
は
パ
リ
不
戦
条
約
が
結
ぼ
札
、
戦
争
の
放
棄
が
決
め
ら
れ
ま
す
@
と
の
よ
う
な
戦
争
を
禁
止
す
る
体
制
の
こ
と

を
f戦
争
違
法
化
体
制
J
(
せ
ん
そ
う
し
、
ほ
う
か
た
い
せ
し
、
)
と
い
し
、
ま
す
。

ま
た
、
1
9
2
7
年
と
1
9
3
0
年
に
は
、
海
軍
の
主
力
艦
補
助
艦
の
建
造
を
制
限
す
る
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

世
界
は
、
戦
争
を
禁
止
す
る
き
ま
り
を
作
り
、
軍
縮
を
し
て
、
戦
争
を
お
さ
え
よ
う
と
い
う
方
向
へ
向
か
っ
て
い
こ
う
と
し
て

い
た
の
で
す
。

表
2
第
一
次
世
界
大
戦
桂
の
条
約

お

条
約
名

年
内
容

参
加
国

第
一
次
世
界
大
戦
1
9
1
4
-

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
1
9
1
9
 
国
際
連
盟
の
成
立

2
7
ヶ
国

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議

1
9
2
1
 
主
力
艦
保
有
量
の
制
限
、
今
後
1
0
年
の
主
力
艦
建
造
禁
止
9
ヶ
国

中
国
の
主
権
尊
重
、
機
会
平
等
、
門
戸
開
放

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
ρ
条
約

1
9
2
7
 
米
・
英
・
日
の
補
助
艦
の
制
限

米
・
英
・
日

パ
リ
不
戦
条
約

1
9
2
8
 
戦
争
放
棄

15
カ
国

ロ
ン
ド
シ
海
軍

1
9
3
0
 
米
・
英
・
日
・
仏
・
伊
の
補
助
艦
の
制
限

米
・
英
・
日
仏
伊

軍
縮
条
約

-
4
 

里
且
星
~

※
当
時
の
憲
法
で
は
箪
と
政
府
は
独
立
し
た
も
の
で
し
た
。
現
在
の
自
衛
隊
と
政
府
の
関
係
と
は
異
な
り
ま
す
。

当
時
の
日
本
の
軍
部
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争
を
考
え
た
場
合
、
資
源
の
な
い
日
本
が
い
か
に
I総

力
戦
」
を
戦
え
る
体
制
を
築
く
か
が
最
大
の
辞
題
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
陸
軍
は
、
戦
争
違
法
化
体
制
を
あ
る
程
度
意
識
は

し
て
い
ま
し
た
が
、
軽
視
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
戦
争
違
法
化
を
自
分
た
ち
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈

し
、
満
州
へ
の
支
配
を
強
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
満
州
の
鉄
道
を
守
っ
て
い
た
関
東
軍
と
い
う
軍
隊
は
、
さ
ら
に
戦
争
違
法
化
体
制
を
軽
視
し
て
い
ま
し
た
。
関
東
軍

は
、
戦
争
違
法
化
体
制
を
ア
メ
H
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
大
国
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
も
の
だ
と
判
断
し
て
い
て
、
資
源
の
な

い
日
本
が
「
総
力
戦
」
を
戦
う
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
関
東
箪
は
こ
の
よ
う
な
資
源
の
な
い
と

い
う
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
考
え
た
で
し
ょ
う
か
つ
関
東
軍
参
謀
の
石
原
莞
爾
(
い
し
は
ら
か
ん
じ
)
の
発
言
を

参
考
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
関
東
軍
毒
諜
の
石
原
莞
爾
の
発
言

‘
録
達
の
戦
争
は
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
為
し
た
る
が
討
し
戦
争
に
よ
り
戦
争
を
支
ふ
を
半
官
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
前
ち

占
領
地
の
被
う
造
私
議
長
*
に
よ
り
、
回
程
益
は
自
活
す
る
を
要
す

(
わ
れ
わ
れ
の
戦
争
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
し
た
よ
う
に
、
戦
争
で
戦
争
を
襲
う
と
い
う
方
向
で
行
う
べ
き
だ
固
す
な
わ
ち
、
占

領
し
た
地
で
物
資
や
兵
器
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軍
は
自
活
す
る
必
要
が
あ
る
白
)

“
H
本
は
釘
f
の
状
態
に
l
%
て
は
世
界
を
相
手
と
d
誌
の
天
地
に
誌
τ
持
久
戦
を
行
な
い
、
戦
争
を
以
て
戦
争
を
養
う
主
義

に
よ
り
、
姿
半
官
の
戦
争
iと
よ
り
、
良
く
工
業
の
独
立
を
支
う
し
、
国
力
を
充
実
し
て
、
次
い
で
来
た
る
べ
き
議
議
戦
争
を
温

う
る
を
得
ベ
し
。
"

(
日
本
は
現
在
の
状
態
に
お
い
て
は
、
世
界
を
相
手
と
し
て
ア
ジ
ア
で
持
久
戦
を
行
い
、
戦
争
に
よ
っ
て
戦
争
を
養
う
と
い
う

方
法
に
よ
り
、
長
い
年
月
の
戦
争
で
工
業
の
独
立
を
果
た
し
、
国
力
を
充
実
さ
せ
て
、
将
来
起
こ
る
は
ず
の
総
力
戦
を
迎
え
る

の
だ
)

5
 -
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E
盟
墨
立

-
)
j
、
政
府
は
軍
部
の
考
え
と
は
異
な
っ
た
方
法
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
と
仲
良
く
す
る
と

い
う
外
交
で
す
。
つ
ま
り
、
世
界
の
流
れ
に
し
た
が
う
形
の
外
交
で
す
。
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
幣
原
喜
重
郎
(
し
で
は
ら
き

じ
ゅ
う
ろ
う
)
外
務
大
臣
で
し
た
。
こ
の
外
交
は
、
I協
調
外
交
J
(
き
ょ
う
ち
ょ
う
が
い
こ
う
)
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
協
調

と
は
、
他
の
国
々
と
仲
良
く
協
力
し
、
平
和
を
目
指
し
て
い
く
外
交
と
い
う
意
味
で
す
。

し
か
し
、
日
本
は
満
蒙
特
殊
権
益
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
決
め
ら
れ
た
「
中
国
へ
の
侵
略
の

禁
止
J
と
は
合
わ
な
い
こ
と
で
す
。
幣
原
は
満
蒙
特
暁
権
益
を
ど
う
し
よ
う
と
考
え
た
で
し
ょ
う
か
り

重
盤
註
三

軍
部
、
特
に
関
東
軍
は
武
力
に
よ
っ
て
資
源
の
あ
る
地
域
を
手
に
入
れ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所
が
満
州
で
し

た
⑨
満
州
に
は
豊
富
な
資
源
が
あ
る
k
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
し
ま
え
ば
、
将
来
、

総
力
戦
を
戦
う
際
に
資
源
を
確
保
で
き
ま
す
し
、
陸
軍
が
「
最
大
の
敵
」
と
考
え
て
い
た
ソ
ピ
エ
ト
を
お
さ
え
込
む
と
と
も
で

き
ま
す
固
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
中
国
を
も
支
配
し
、
「
総
力
戦
J
を
戦
う
た
め
の
戦
力
を
整
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
と
で

関
東
軍
の
石
原
莞
爾
、
板
垣
征
四
郎
(
い
た
が
き
せ
い
し
ろ
う
)
た
ち
は
、
ま
ず
満
州
を
占
領
す
る
計
画
を
立
て
始
め
ま
し
た
。

彼
ら
は
な
ぜ
満
州
が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
満
州
に
も
っ
て
い
た
南
満
州
鉄
道
の
経
営
権
の
こ
と
を
満
蒙
特
殊

権
益
(
ま
ん
も
う
と
く
L
ゆ
け
ん
え
き
)
と
言
い
ま
す
固
こ
れ
は
、
1
9
0
4
年
の
日
露
戦
争
で
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、

満
州
自
体
は
中
国
の
領
土
で
し
た
。
日
本
は
、
満
州
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
お
金
を
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
国
で
は
し
だ
い
に
満
州
鉄
道
や
そ
の
他
の
占
領
地
か
も
日
本
を
追
い
出
そ
う
と
い
う
運
動
が
激
し
く
な
っ
て
い

ま
し
た
U
自
分
た
ち
の
国
が
侵
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
怒
り
が
爆
尭
し
た
の
で
す
a
こ
れ
は
、
正
当
な
独
立
の
要
求
で
し
た
。

満
州
で
は
、
中
国
が
満
州
鉄
道
の
横
に
鉄
道
を
作
り
ま
し
た
。
南
満
州
鉄
道
の
売
り
上
げ
は
急
落
し
ま
し
た
。

』
コ
ト
与

ま
た
、
日
本
の
製
品
を
買
わ
な
い
と
い
う
ボ
イ
コ
ツ
ト
運
動
も
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
[
満
輩
問
題
J
(
ま
ん
も
う
も
ん

だ
い
)
と
呼
び
ま
す
。
満
蒙
特
殊
権
益
は
、
日
露
戦
争
で
大
き
な
犠
牲
を
出
し
て
獲
得
し
た
も
の
で
す
し
、
資
源
も
豊
富
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
軍
部
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
満
州
は
大
切

だ
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
満
州
が
危
な
い
状
態
で
し
た
。
軍
部
は
な
ん
と
し
て
も
、
満
州
を
守
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
満
州
は
日
本
に
と
っ
て
の
「
生
命
線
」
、
つ
ま
り
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
地
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。

7
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重
盤
孟
立

幣
原
は
、
満
蒙
特
殊
権
益
を
手
放
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幣
原
は
、
満
蒙
特
殊
権
益
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

発
言
し
て
い
ま
す
。

「
満
州
地
方
に
誌
て
ぜ
宥
す
る
権
益
の
金
る
も
の
は
、
我
が
国
民
生
活
と
長
谷
牟
討
誰
の
関
係
に
走
り
、
日
本
の
政
府
と
し
て

如品
I
に
中
国
に
対
し
道
笑
な
る
態
度
を
議
る
と
も
、
主
f量
進
涯
は
到
底
紅
議
IA
専
ら
る
べ
き
も
の
に
#
1
'
J

(
満
州
地
方
に
持
っ
て
い
る
権
益
は
、
わ
が
国
の
国
民
と
緊
密
で
手
放
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
日
本
の
政
府
が
い
か

に
中
国
と
仲
良
く
付
き
合
お
う
と
、
こ
れ
ら
の
権
益
は
到
底
手
放
せ
る
も
の
で
は
な
い
)

外
交
と
は
、
当
然
で
す
が
「
国
益
J
(
国
家
の
利
益
)
を
第
一
優
先
に
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
幣
原
の
外
交
は
、
武
力
で
は
な
く

交
渉
(
話
し
合
い
)
仁
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
外
交
を
行
っ
た
と
い
う
点
で
評
価
で
き
ま
す
が
、
満
華
特
殊
権

益
を
手
放
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
「
協
調
外
交
」
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
と
親
密
に
な
り
、

満
蒙
特
殊
権
益
を
持
っ
て
い
る
状
態
を
認
め
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
さ
ら
に
安
定
的
に
維
持
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

「
大
国
(
日
本
)
に
よ
る
小
国
(
中
国
)
の
支
配
J
を
目
指
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
資
源
が
な
く
、
不
景
気
に
苦
し
む
日
本

に
と
っ
て
の
国
益
だ
と
考
え
た
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
軍
部
と
政
府
は
、
方
法
は
異
な
り
ま
し
た
が
、
大
国
に
よ
る
小
国

の
支
配
を
目
指
し
た
と
い
う
意
味
で
、
ど
ち
ら
も
帝
国
主
義
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
幣
原
は
戦
争
違
法
化
体
勢
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
で
し
た
固
彼
は
、
国
際
立
車
既
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。

』
コ
巳
日

r(
国
際
連
盟
に
つ
い
て
)
利
害
尚
辰
画
自
亙
の
直
接
交
渉
に
よ
ら
ず
、
こ
ん
な
肖
単
会
議
で
我
が
運
命
を
決
せ
ら
れ
る
の
は
迷

惑
至
極
だ
。
」

(
問
題
の
発
生
し
た
国
ど
う
し
の
交
渉
で
は
な
く
、
こ
ん
な
会
議
で
日
本
の
運
命
を
決
め
ら
れ
る
の
は
と
て
も
迷
惑
だ
)

圃
ど
う
し
の
問
題
は
、
そ
の
国
ど
う
し
の
話
し
合
い
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
と
が
分
か
り
ま
す
。
幣
原
は
「
協

調
外
交
j
と
し
、
う
世
界
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
外
交
を
行
い
ま
し
た
が
、
考
え
方
は
、
戦
争
違
法
化
体
制
と
は
ず
れ
て
い
た
の
で

す
。

8
 

里
盟
量
4

で
は
、
国
民
は
満
州
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
以
下
の
二
つ
の
作
文
は
、
関
東
軍
の
満
州
へ
の

攻
撃
が
始
ま
っ
た
挫
の
1
9
3
2
年
1
月
に
行
わ
れ
た
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ノ
レ
で
入
選
し
た
も
の
で
す
。
小
学

生
が
満
州
で
戦
う
兵
隊
に
向
け
て
書
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
小
学
生
は
大
人
か
ら
情
報
を
得
る
の
で
、
と

の
作
文
は
当
時
の
大
人
の
考
え
、
つ
ま
り
国
民
の
考
え
が
極
端
な
形
で
表
さ
れ
た
例
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

作
文
を
読
ん
で
、
当
時
の
国
民
は
満
州
を
武
力
で
手
に
入
れ
る
と
と
に
賛
成
だ
っ
た
の
か
反
対
だ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
賛
成
・
反
対
だ
っ
た
の
か
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

留
主
の

み
切な大

と
て
き

大
S悩

ま
大
お
ど
に

度
三
先
番
ん
寒風吹荒ぶ
んか!
 

み，
 

つ
君
，

じ
ま
ろ
生
り
に

すす
君

て
の

ち
で
だ
だ
に
ま
深

の

い
御Jこ
f

ぞど
つ
れ
地
、
も

宇フ
そろ
伺
L
深富

午さ
御為
，

者る
め
ぞう
て宜
t
の」

で
A
 
た。

満
】10

は
に
私
達
し
尊
尊
に
ど

ば

誰
#
あ
の
しで、
で
地し、p
、
ぃ
1Fr1
 

M翠=全
れii
し
原軒の

彼
まく
祖国
せう
あz
血流を
す
主
。
りT
、
つけ
すま
lこ

たあなも
でのあ
のため
か
固角
惨の
ft《
し、
れそ
韮制地
ちら
暖か
国の
t聖明観主白努支

方
道非
祖父、
ふモ
ii黒壁i
むど
幾
多
の
達iγi
国rと
imさ主
地い内
t、
た内

頼を
敵な
の

J君哲
屍尊きを
の
つ
は
で
私

り
と
た

人
ゐ
てど
い

違
に
戦つ
め、

々
告。
ぞ
う
か
冬がも
のた

主
て
I
に
埋

T悶K
主
主
主
来
め

いま
下さ
ぃ

苧っ
てめ
清目
J、2
かり
て
孟働
生

て
旨
t
主
守
品
T
品
T
-

せ
ド

な
ま

mむノ
れ由
玄V
身が
下
さ
揮事

地内
aじ
天万

むザ
てこ
役両
E;
大
む争
にし

る停
↑
 さ

に
乗
，

踏c
の
に
切な
。
み
隊内

※
大
君
天
皇

※
内
地
日
本

※
高
等
一
年
生
現
在
の
中
学
一
年
生

※
日
清
日
露
の
両
性
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争

※
一
天
万
乗
の
大
君
天
皇

※
非
道
道
理
に
反
し
て
い
る
こ
と

.
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重
盤
基
4

国
民
は
武
力
て
守
満
州
を
壇
得
す
る
こ
と
に
費
成
し
て
い
ま
し
た
。
国
民
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
賛
成
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

二
つ
の
作
文
に
は
共
通
し
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。

V
満
州
へ
の
強
い
思
い
入
れ

満
州
は
日
露
戦
争
で
犠
牲
を
出
し
て
理
得
し
た
大
切
な
地
だ
と
い
う
意
識
が
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
も
、
た
だ
満

州
を
取
れ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
満
州
そ
の
も
の
が
自
分
た
も
の
も
の
だ
と
い
う
間
違
っ
た
思
い
込
み
を
持
っ
て
い
ま

す
。
と
の
よ
う
に
、
満
州
は
日
本
に
と
っ
て
大
切
な
地
で
あ
る
と
い
う
E齢
、
思
い
が
、
満
州
の
武
力
で
の
獲
骨
を
支
持
し
た
原

因
だ
と
言
え
ま
す
。

V
中
国
人
へ
の
反
感

中
国
人
の
こ
と
を
「
惨
逆
な
無
道
な
人
々
J
rず
る
い
支
那
の
兵
隊
や
馬
賊
J
r何
と
言
ふ
乱
暴
な
人
達
」
と
表
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
満
州
か
ら
日
本
人
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
中
国
人
へ
反
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
中
国
人
に
よ
る
「
満
蒙
特
殊

権
益
を
中
国
に
返
せ
I
と
い
う
要
求
は
正
当
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
園
民
は
そ
う
思
わ
ず
、
「
中
国
人
は
悪
い
人
た
ち

だ
」
と
思
い
込
み
、
満
州
の
理
得
を
支
持
し
た
の
で
す
。

と
の
よ
う
な
意
識
を
増
大
さ
せ
た
の
は
マ
ス
コ
ミ
で
し
た
。
19
30
年
代
に
な
る
と
、
新
聞
を
中
心
と
し
た
マ
ス
コ
ミ
は
、
中

国
に
よ
る
日
本
を
追
い
出
そ
う
と
い
う
運
動
を
取
り
上
げ
、
「
満
州
が
危
な
し
、
J
r満
州
は
日
本
の
生
命
線
だ
j
と
い
う
記
事
を

書
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
軍
部
は
マ
ス
コ
ミ
を
味
方
に
つ
け
て
、
幣
原
の
外
交
を
「
軟
弱
(
弱
腰
)
だ
」
と
批
判
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
報
道
が
、
国
民
の
危
機
意
識
を
高
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。
と
の
よ
う
に
国
民
も
、
I満
州
を
武

力
で
領
土
に
す
る
の
は
当
然
だ
」
と
し
寸
帝
国
主
義
的
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
と
れ
が
関
東
軍
を
勢
い
づ
か
せ
た
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
も
大
国
(
目
本
)
が
小
国
(
中
国
)
を
支
配
す
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
で

す。
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※
と
の
ほ
か
、
作
文
か
ら
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
が
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
ま
し
た
。

V
不
景
気
の
回
復

1
9
2
9
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
ひ
ど
い
不
景
気
は
、
日
本
に
も
広
が
り
、
日
本
も
ひ
と
い
不
景
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
@

こ
れ
を
「
昭
和
恐
慌
J
(
L
ょ
う
わ
き
ょ
う
こ
う
)
と
呼
び
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
企
業
が
倒
産
し
、
失
業
者
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
(
教

科
書
の
P
1
3
8
-
1
3
9
を
読
ん
で
み
ま
L
ょ
う
)
。
日
本
は
第
孜
世
界
大
戦
で
、
戦
場
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
戦
争
が
ど
れ

だ
け
多
く
の
被
害
を
出
す
の
か
と
い
う
認
識
が
国
民
に
は
不
足
し
て
い
ま
し
た
p
そ
れ
で
、
満
州
を
ま
量
得
す
る
と
と
に
よ
り
、

不
景
気
が
回
復
す
る
の
で
は
な
い
か
と
し
、
う
期
待
を
持
っ
た
の
で
す
。

11
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ー
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満
州
を
占
領
す
る
計
画
を
立
て
た
関
東
軍
の
石
原
・
板
垣
た
ち
は
、
南
満
州
鉄
道
を
爆
破
し
、
こ
れ
を
中
国
の
仕
業
だ
と
言

い
が
か
り
を
つ
け
て
、
報
復
の
た
め
に
満
州
を
攻
撃
し
ま
し
た
。
19
31
年
9
月
18
自
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を
満
州
事
変
と

言
い
ま
す
。
政
府
に
も
陸
軍
中
央
に
も
事
前
の
相
絞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
幣
原
に
は
、
こ
の
事
件
は
中
国
軍
で

は
な
く
関
東
軍
が
計
画
し
て
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
づ
情
報
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
は
「
関
東
軍
に
抵
抗
し

な
い
」
と
い
う
声
明
を
出
し
て
い
ま
し
だ
。
こ
の
事
態
に
対
し
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
で
し
ょ
う
か
り

w
 
--
1 

.
1
2
・

重
盤
基
亙

翌
日
の
9
月
19
日
の
政
府
の
会
議
で
は
、
関
東
軍
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
情
報
を
無
視
し
、
中
国
軍
が
爆
破
し
た
と

決
め
つ
け
た
う
え
で
、
「
あ
ま
り
拡
大
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
積
極
的
に
「
攻

撃
を
や
め
ろ
J
1
:
言
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
あ
ま
り
拡
大
し
な
し
、
よ
う
に
」
と
い
う
方
針
を
出
し
、
事
態
を
収
め
る
機
会
を
う

か
が
お
う
と
考
え
た
の
で
す
。
政
府
は
、
事
態
を
T
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
j
と
軽
く
考
え
て
い
た
の
で
す
。

一
方
、
陸
軍
中
央
は
、
こ
の
機
会
に
満
蒙
問
題
(
鉄
道
問
題
な
1
;
.
)
を
日
本
に
と
っ
て
都
合
よ
く
解
決
L
ょ
う
と
考
え
、
政

府
に
そ
れ
を
伝
え
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
た
9
月
2
2
日
の
政
府
の
会
議
で
は
、

①
満
蒙
問
題
を
解
決
し
て
か
ら
兵
を
撤
収
し
よ
う
と
い
う
意
見

②
先
に
兵
を
撤
収
し
て
か
ら
満
蒙
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
意
見

の
2
つ
に
分
か
れ
、
ど
ち
ら
に
す
る
か
決
ま
ら
な
い
ま
ま
会
議
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
桂
の
政
府
の
会
議
で
は
、
幣

原
も
妥
協
し
、
①
の
満
蒙
問
題
を
解
決
し
て
か
ら
兵
を
撤
収
し
よ
う
と
い
う
方
針
に
な
り
ま
し
た
@

E
盟
墨
五

政
府
は
、
満
蒙
問
題
を
解
決
し
て
か
ら
兵
を
撤
収
L
よ
う
と
い
う
方
針
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
方
針
は
、
国
際
連
盟
規
却
な

ど
の
戦
争
違
法
化
体
制
に
反
す
る
で
し
ょ
う
か
つ
反
し
な
い
で
し
ょ
う
か
つ
理
由
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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重
盤
孟
五

満
蒙
問
題
を
解
決
し
て
か
ら
兵
を
撤
収
L
ょ
う
と
い
う
方
針
は
、
国
際
連
盟
規
泊
の
「
侵
略
戦
争
の
禁
止
J
r問
題
解
決
の
た

め
の
戦
争
の
禁
止
J
に
反
す
る
行
動
で
し
た
。
中
国
が
I抵
抗
し
な
し
、
」
と
い
う
声
明
を
出
し
た
た
め
、
「
自
分
た
ち
の
国
を
守

る
た
め
」
と
い
う
理
由
も
通
用
し
ま
せ
ん
。
先
に
兵
を
撤
収
し
て
か
ら
満
蒙
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
方
針
で
あ
れ
ば
、
国

際
連
盟
規
約
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
兵
を
撤
収
せ
ず
に
満
蒙
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
国
際

連
盟
規
約
に
抵
触
(
て
い
し
ょ
く
問
題
に
な
る
)
し
ま
す
。
幣
原
を
は
じ
め
政
府
の
人
間
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
方
針
が
国

際
連
盟
規
約
に
反
す
る
と
い
う
と
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
時
原
は
、
国
ど
う
し
の
問
題
は

そ
の
国
E
う
し
で
解
決
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
戦
争
違
法
化
体
制
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
の

で
す
。
結
果
的
に
、
政
府
が
と
っ
た
方
針
は
、
こ
の
機
会
に
満
蒙
問
題
を
解
決
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
意
味
で
軍
部
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
れ
が
事
変
の
拡
大
を
許
し
、
世
界
と
日
本
の
対
立
に
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

.
エ
ピ
ロ
ー
グ

満
州
事
変
を
き
っ
か
け
に
、
軍
部
は
さ
ら
に
侵
略
の
範
囲
を
広
め
て
い
き
ま
す
。
満
州
事
変
は
1
9
3
3
年
に
い
っ
た
ん
停
戦
協

定
(
戦
争
を
や
め
よ
う
と
し
寸
約
束
)
が
結
ば
れ
ま
す
が
、
19
37
年
に
再
び
日
本
と
中
国
は
戦
争
状
態
と
な
り
ま
す
(
日
中
戦

争
)
回
戦
争
違
法
化
体
制
に
反
す
る
行
為
を
続
け
る
日
本
を
、
国
際
連
盟
や
ア
メ
リ
カ
が
非
難
し
、
日
本
と
対
立
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
対
立
に
よ
り
、
19
41
年
に
日
本
は
ア
メ
リ
カ
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
連
合
軍
と
戦
争
を
始
め
ま
す
ロ
戦
争
は
19
45
年

ま
で
15
年
間
も
続
き
、
日
本
人
に
は
数
百
万
人
、
中
国
人
に
は
数
千
万
人
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
が
満
州
事
変
に
よ
っ
て
戦
争
違
法
化
体
制
を
破
っ
た
後
に
、
そ
れ
を
ま
ね
し
た
形
で
イ
タ
リ
ア
が
エ
チ
オ
ピ
ア

へ
の
侵
攻
を
開
始
し
ま
す
@
ド
イ
ツ
も
こ
れ
に
続
い
て
侵
略
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
が
世
界
的
な
対
立
と
な
り
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

与
3
0
。

世
界
の
歴
史

日
本
の
歴
史

19
31
年
端
州
事
膏
(
相
手
中
国
)

↓
 

19
33
年
豊
監
昆
室

19
37
年
日
中
戦
争
(
相
手
中
圃
)

17
ru

fF~ 
↓
 

19
45
年
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
降
伏

19
41
年

.
1
4
.
 


